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愛知県美浜町下高田遺跡出土の礎板●

愛知県美浜町下高田遺跡

出土の礎板 蔭山 誠一

　美浜町下高田遺跡は、知多半島における弥生文化の状況を示す代表的な遺跡であり、これまでにも

出土した弥生土器や弥生土器の壺に埋納されていたサヌカイトの剥片などについて調査・研究されて

きた。近年、筆者は当遺跡出土の木製礎板を調査する機会を得たことから、本稿にその概要を報告し、

愛知県の遺跡で出土した礎板と比較分析した。

本論は、愛知県知多郡美浜町に所在する下

高田遺跡（図 1）において発掘された建物の柱

穴に設置された礎板と想定される木製礎板の特

徴と設置された遺跡（下高田遺跡）の性格を明

らかにすることを目的とする。

遺跡から出土する礎板の研究は、発掘調査・

報告された遺構の記述や出土した柱材などとと

もに報告されてきた。遺跡出土の礎板について

は、石橋茂人が奈良県平城宮跡で調査された掘

立柱建物の柱の根固めについて分析した中で礎

板についても触れている（石橋 2002）。

これまでの研究成果を振り返ると、研究は

あまりなされておらず、沖積地の遺跡における

調査ではしばしば出土する礎板から、遺跡の性

格を想定する視点まで解明されていない。そこ

で、本論では当センターにおいて平成 27 年度

に発掘調査を実施した同町の権六遺跡の資料と

比較検討し、愛知県における他の類例と併せて

分析することにより遺跡の性格について述べた

い。

2. 下高田遺跡出土の礎板と権六遺跡の礎板

　先に下高田遺跡出土の礎板について述べ、下

高田遺跡の北東 0.65km にある権六遺跡出土の

礎板とその出土した遺構について述べる。

（1）下高田遺跡出土の礎板

　下高田遺跡は愛知県知多郡美浜町野間字下高

田に所在する遺跡で ( 図 1)、野間地域に現在

みられる最奥列の砂堆上に立地する縄文時代か

ら鎌倉時代にかけての複合遺跡である。昭和

34(1959) 年に杉崎 章によって発見され、昭和

41（1966）年に行われた耕地整理の際に、美浜

町密蔵院の住職であった服部秀雄により発掘・

採集された。採集された出土遺物は密蔵院にて

保管されている。正式な発掘調査を経ていない

ため、遺物が出土した遺構などの情報は不明で
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図 1 下高田遺跡の位置
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あるが、今回報告する礎板の他に出土遺物の主

体となる弥生時代中期の土器・石器、古墳時代

前期の土師器、古墳時代後期から奈良時代にか

けての須恵器・土師器、平安時代末から鎌倉時

代にかけての山茶碗・小皿・甕、そしてシカ・

イノシシ・イヌなどの動物骨やハマグリ・アカ

ニシなどの貝殻がある。

　残されていた礎板は全部で 40 点あり、肉眼

による観察では、針葉樹が 39 点、広葉樹が 1

点ある（表 1・図 2・図 3・写真 1）。以下出土

礎板の概要を示す。

　礎板は長さ 12.6cm 〜 41.0cm、幅 7.0cm 〜

18.8cm、厚み 1.4cm 〜 10.0cm を測る。板目の

木取りの板材が多い。板材は板状に割られた材

に表面を削った加工痕や短辺の両端を断ち切っ

た痕跡が全体に確認できるもの W1 〜 W8（A タ

イプ）、加工面が複数面に確認できるもの W9 〜

W21（B タイプ）、加工面が 1 面に見られるもの

W22 〜 W29（C タイプ）、加工面が不明瞭なもの

W30 〜 W40（D タイプ）に分けることができる。

板材の平面形は長方形を基本としているが、端

部側の形状は孤状になるもの（W5・W6・W19・

W20 など）、端部側が角形になるもの（W2・W4・

W7 など）になるもの、端部側が側面に対して

斜めに切断されたもの（W1 〜 W3・W8・W11・

W12・W15・W18 など）がある。

板材の断面形状は、ほぼ長方形になるもの（W9

〜 W13・W15 〜 W19・W21）とやや横長の断面菱

形状になるもの（W14・W20）がある。木材が出

土してから時間が経っているため、大きな木材

から楔などを用いた分割材表面に見える削り痕

はわかりにくいが、W1 〜 W8 には削り痕と思わ

れる加工痕が認められる。また、端部は長い木

材を斧などで適度に分割したものと思われる。

（2）権六遺跡出土の柱材と礎板

　権六遺跡は美浜町野間字権六にある遺跡で、

下高田遺跡の北東 0.65km にある（図 1）。北に

ある丘陵には美浜町指定史跡の源義家の首塚跡

や北東谷部には湯舟跡の史跡がある。発掘調

査は 2014 年に行われ、古墳時代前期の掘立柱

建物 1 棟、土坑 1 基、平安時代末〜鎌倉時代の

掘立柱建物 8 棟、柱穴列 12 列、竪穴建物 1 棟、

溝 10 条と土坑 54 基以上、自然流路 2 条、室町

時代〜戦国時代の溝 2 条、江戸時代の井戸 1 基、

溝 3 条、土坑 2 基、自然流路 3 条などがみられ

る。この中で柱材と礎板が出土した遺構は古墳

時代前期の掘立柱建物を構成する土坑（柱穴）

と平安時代末〜鎌倉時代の掘立柱建物と柱穴列

を構成する土坑 ( 柱穴 ) から主に出土した。遺

跡の調査範囲は低位段丘面に相当すると思われ

るが、丘陵と丘陵の間にある谷地部分を主に調

査した。

　14A 区の柱穴と思われる土坑 7 ヶ所、14B 区

の柱穴と思われる土坑 34 ヶ所と 14C 区の土坑

1 ヶ所、14D 区の柱穴と思われる土坑 2 ヶ所よ

り柱と柱を支えた礎板が出土した。その中で、

加工面が残る柱材 8 点（W001 〜 W004・W007 

資料番号 長さ（cm） 幅（cm） 高さ(cm) 分類 備考

W1 28.5 16.2 3.1 A 針葉樹

W2 26.0 11.3 4.3 A 針葉樹

W3 23.5 13.1 5.0 A 針葉樹

W4 20.0 10.0 1.5 A 針葉樹

W5 31.3 14.2 2.0 A 針葉樹

W6 41.0 10.8 4.3 A 針葉樹

W7 21.8 11.8 3.7 A 針葉樹

W8 21.5 14.6 4.8 A 針葉樹

W9 29.0 13.0 3.8 B 針葉樹

W10 24.0 9.7 3.6 B 針葉樹

W11 12.6 8.3 1.8 B 針葉樹

W12 21.5 9.5 2.5 B 針葉樹

W13 24.5 7.2 2.1 B 針葉樹

W14 32.4 10.2 5.0 B 針葉樹

W15 16.3 9.3 2.1 B 針葉樹

W16 18.2 8.0 3.7 B 針葉樹、17と接合

W17 18.1 7.0 3.2 B 針葉樹、16と接合

W18 27.5 6.7 2.0 B 針葉樹

W19 32.7 9.1 2.4 B 針葉樹

W20 25.2 14.7 4.1 B 針葉樹

W21 22.3 7.3 2.8 B 針葉樹

W22 20.5 16.2 3.5 C 針葉樹

W23 28.5 18.3 6.8 C 針葉樹

W24 31.7 9.0 2.8 C 針葉樹

W25 20.3 10.4 3.2 C 針葉樹

W26 22.4 12.1 5.4 C 針葉樹

W27 25.2 10.0 1.8 C 針葉樹

W28 34.2 12.6 3.1 C 針葉樹

W29 19.2 11.6 3.5 C 針葉樹

W30 19.4 16.4 4.5 D 針葉樹

W31 22.2 7.0 1.7 D 針葉樹

W32 39.2 8.0 3.5 D 広葉樹

W33 24.0 16.0 2.6 D 針葉樹

W34 20.8 12.2 3.7 D 針葉樹

W35 27.5 14.8 10.0 D 針葉樹

W36 24.8 12.5 4.2 D 針葉樹

W37 28.7 9.7 2.7 D 針葉樹

W38 28.0 13.5 1.4 D 針葉樹

W39 30.3 18.8 3.3 D 針葉樹

W40 30.8 18.0 3.6 D 針葉樹

表 1 下高田遺跡出土礎板一覧
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図 2 下高田遺跡出土の礎板 W1 〜 W8（1：8）
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＊縦断面は表面の反りが
　大きいため、なし。
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図 3 下高田遺跡出土の礎板 W9 〜 W16・W18 〜 W21（1：8）
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写真 1 下高田遺跡出土礎板
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〜 W010）、礎板 2 点（W005・W006）が図化され

ている（図 4）。柱材は芯持ち丸太材（W001 〜

W004・W009・W010）と分割材（W007・W008）が

あり、芯持ち丸太材は径 9.6cm 〜 12.8cm、み

かん割材は径 6.8cm 〜 14.4cm である。柱の側

面は多面体の形に削られている。礎板は W005 

が長さ 25cm、幅 14cm、厚み 6.8cm に柱材の長

軸を裁断し、断ち割った面を上に柱をのせてい

たもので、柱の側面が 3 面残る。W006 はみか

ん割材の柱を分割したもので、加工痕が残る面

が 3 面みられる、幅 10cm、厚み 4.2çm 残る。

（3）権六遺跡における柱材・礎板の出土傾向

 次に権六遺跡で出土した柱材・礎板について、

遺構の規模や柱痕跡などから出土傾向について

分析する。

　14D 区で確認された古墳時代前期（松河戸 2

式）の掘立柱建物 2 がある。掘立柱建物 2 は桁

行 2 間、梁行 1 間の東西棟の小型の側柱建物跡

で、北側柱穴の 026SK（W010 が出土）と 051SK

には柱材が遺存しており、052SK には柱材の痕

跡を確認できた。

　平安時代末〜鎌倉時代の掘立柱建物 8 棟につ

いて、14B 区 SB01 は桁行 3 間、梁行 1 間の東

西棟の掘立建物跡で（図 5）、柱穴を確認した

断面からは、柱痕跡は確認できず、柱は抜き取

られたものと考えられる。

　14B 区 SB02 は桁行 3 間、梁行 1 間の南北棟の

掘立建物跡で（図 5）、柱痕跡は 184SK、199SK、

210SK で 確 認 で き た。271SK、223SK、210SK、

184SK では柱材と思われる木材が、223SK では

礎板（W005）が出土した（写真 2）。

　14B 区 SB03 は桁行 4 間、梁行 2 間

の東西棟の掘立建物跡で（図 5）、柱

痕 跡 は 165SK、193SK、198SK、213SK、

241SK で確認できた。213SK から柱材

と思われる木材が、241SK に重複する

242SK から礎板 W006 が出土した。

　14B 区 SB04 は桁行 4 間、梁行 1 間

の東西棟の掘立建物跡で、柱痕跡は、

307SK が灰色シルト、311SK が灰色粘

土質シルトと灰色粘土の斑土として確

認できた。また 245SK・310SK・311SK

では、柱材と思われる木材が出土し、

245SK 出土の木材はツブラジイのみか

ん割りの加工材、310SK 出土の木材はヒノキの

加工木であった。

　14B 区 SB05 は桁行 3 間、梁行 3 間の東西棟

の総柱タイプの掘立建物跡で、側柱と束柱との

規模の違いによる傾向はみられない。柱痕跡

は、340SK が黒色粘土質シルトと灰白色シルト

の粗い斑土、451SK が灰色粘土質シルトとして

確認できた。また 245SK と 523SK、524SK では

柱材と思われる木材が出土し、245SK 出土の木

材はツブラジイのみかん割りの加工材、523SK

出土の木材はツブラジイの加工材であった。

　14B 区 SB06 は桁行 3 間、梁行 3 間の南北棟

の総柱タイプの掘立建物跡で側柱と束柱との規

模の違いによる傾向はみられない。柱痕跡は

131SK、392SK で確認でき、399SK では柱材と思

われる木材（スダジイの追柾目の加工材）が出

土した。

　14B 区 SB07 は桁行 2 間、梁行 2 間の南北棟

↑
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↑↑

↑

↑

削り痕

ﾎｿﾞ穴か

加工面

割面・加工なし
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加工面
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↑
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↑
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S=1/80cm 40cm

写真 2 権六遺跡 14B 区 SB02 223SK
礎板 W005 出土状況（南東より）

図 4 権六遺跡出土の礎板 W005・W006（1：8）
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の総柱タイプの掘立建物跡で、側柱と束柱との

規模の違いによる傾向はみられない。柱痕跡は

確認できていないが、356SK では布目丸瓦片 1

点と布目平瓦片 1 点、568SK では布目丸瓦片 1

点、南部系陶器甕片2点、被熱した砂岩角礫1点、

凝灰質砂岩角礫 1 点、チャート亞角礫 2 点、同

亞円礫 1 点が柱穴底部から出土し、柱材の根石

に相当すると思われる（写真 3）。

　14B 区 SB08 は桁行 5 間、 梁行 3 間の東西

棟の掘立建物跡で、柱痕跡は 110SK と 133SK、

478SK で、柱材と思われる木材が 092SK より出

土した。

　続いて柱穴列 12 基について述べる。14A 区

SA11 は 東 西 6.0m の 3 間 分 が あ る。031SK と

098SK では柱痕跡や柱抜き取り痕跡が確認で

きた。031SK の柱痕跡よりヒノキの柱材が確認

されており、AMS 放射性炭素測定では 1029 〜

1154calAD の年代が得られ、13 世紀後半の遺構

と考えられる。

　14A 区 SA12 は東西 6.5m の 3 間分が確認され

ている。021SK、025SK、033SK では柱痕跡や柱

抜き取り痕跡が確認でき、031SK と 098SK では

柱材と思われる木材が出土した。031SK 出土ヒ

ノキの柱材（W002）の AMS 放射性炭素測定年代

では、1029 〜 1154calAD の結果がある。

　14A 区 SA13 は東西 4.1m の 2 間分が検出され

ている。019SK から柱材と思われる木材（W001）

が出土した。

　14B 区 SA01・SA02 は 柱 穴 が 2 基 1 対 で 並

び（図 5）、柱穴間隔が 1.3m 前後と狭く、北

側と南側に組み合う柱穴がみられないことか

ら、柵としての柱穴列と考えられている。SA01

は 東 西 26.4m の 13 間 分、SA02 は 東 西 24.3m

の 11 間分が確認されている。柱痕跡は SA01

の 187SK、316SK、325SK、343SK で 確 認 で き、

285SK、316SK、343SK（W009）では柱材と思わ

れる木材が出土した。SA02 の柱穴では 171SK、

192SK、266SK、298SK、348SK、547SK で 柱 痕

跡を確認でき、192SK、266SK（W007）、298SK、

337SK（W008）547SK から柱材と思われる木材

が出土した。SA02 の 266SK 出土スダジイの

木材（W007）の AMS 放射性炭素測定年代では

1151 〜 1220calAD、337SK 出土クリの木材の

（W008）の AMS 放射性炭素測定年代では、1037

〜 1156calAD の結果がある。

　14B 区 SA03 は東西 4.2m の 3 間分が検出され、

柱痕跡は確認できなかったが、229SK では柱が

抜き取られた痕がある。

　14B 区 SA04 は東西 5.4m の 4 間分が検出され、

柱痕跡は確認されていない。

　14B区SA05は東西4.65mの3間分が検出され、

柱痕跡は確認されていない。

　14B 区 SA06 は東西 6.8m の 4 間分が検出され、

145SK で柱痕跡が確認できた。

　14B 区 SA07 は東西 4.9m の 3 間分が検出され、

138SK、143SK で柱痕跡が確認できた。

　14B 区 SA08 は東西 4.5m の 3 間分が検出され、

137SK で柱痕跡が確認された。109SK では柱材

と思われる木材（W004）が出土した。

　14B 区 SA09 は東西 4.1m の 2 間分が検出され

たもので、柱痕跡などは確認されていない。

　14B 区 SA10 は東西 4.5m の 4 間分が検出され

たもので、柱痕跡などは確認されていない。

　14C 区 SA14 は南北 2 間の柱穴列で、柱痕跡

などは確認されていない。

　14C 区 SA15 は東西 4.2m の 3 間分が検出され、

写真 3 権六遺跡 14B 区 SB07 568SK
根石など出土状況（東より）

写真 4 権六遺跡 14B 区 119SK
礎板出土状況（東より）

愛知県美浜町下高田遺跡出土の礎板●
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SB01（礎板は SK80・SK92 より出土）がある。

建物規模は不明で、沖積地に立地する。

　名古屋市天白元屋敷遺跡では、　戦国時代の

3200SB（ 礎 板 は 3984SP・4073SP・4079SP（ 礎

板 782）より出土）、3300SB（礎板は 1333SP・

1381SP・4426SP・4490SP（礎板 796）より出土）、

3400SB（礎板は 4664SP（礎板 785）より出土）、

3500SB（礎板は 0550SP（礎板 789）・4602SP・

0637SP・1258SP・4303SP・4307SP（ 礎 板 790）

よ り 出 土 ）、4200SA（ 礎 板 は 0449SP よ り 出

土）、江戸時代前期の 2900SB（礎板は 3786SP・

4186SP・4316SP より出土）、6960SB（礎板は

2695SP・2705SP・6757SP・7056SP より出土）な

どがある。出土した礎板には棒状角材や丸太を

板状に裁断した簡易な加工のみの板材、建築部

材の転用品などがみられる。掘立柱建物は面積

14.0 ㎡〜 49.0 ㎡と小型〜中型建物がある。庄

内川流域の自然堤防上に立地している。

　江戸時代中期の長野北浦遺跡では（推定され

る掘立柱建物に番号がないため以下仮番号）、

08C 区建物 1（4 隅柱穴 016SK・051SK・150SK・

071SK、北張り出し 082SK・098SK）、建物 2（4

隅 柱 穴 054SK・012SD・101SK・210SK）、07A

区建物 1（4 隅柱穴 173SK・未検出・033SK・

043SK）、08B 区建物 1（4 隅柱穴 052SK・059SK・

066SK・079SK）、08B 区建物 2（4 隅柱穴 028SK・

048SK・067SK・074SK）などがある。棒状角材

や板状建築部材の転用品など様々な形態の礎板

がみられる。掘立柱建物は面積 24 ㎡の小型建

物から面積 86 ㎡の大型建物が東西に並ぶ。中

世の区画溝や江戸時代前期以前の水田跡の上に

造られた建物であることから軟弱地盤を克服す

るために礎板が用いられたものと推定できる。

　礎板を用いた掘立柱建物と柱穴は弥生時代中

期から江戸時代までの類例があり、沖積地に立

地する遺跡で軟弱な地盤に建てられた建物にみ

られる。決して類例が多いわけではないが、同

じ遺跡においても全ての柱穴に用いられるわけ

ではなく、根石として柱穴に石材を置く柱穴も

みられる。木材が残らない洪積台地に立地する

遺跡においては、礎板が残る柱穴は少ない。

柱痕跡は確認されていない。

　14C 区 SA16 は南北 3.0m の 2 間分が検出され、

柱痕跡は確認されていない。

他に 14B 区 228SK と同 119SK より礎板が出土

している ( 写真 4）。

（4）小結

　美浜町の下高田遺跡と権六遺跡出土の柱材と

礎板について述べたが、下高田遺跡では柱材の

可能性のあるのは広葉樹の 1 点のみで、その他

は礎板と考えられる。権六遺跡で出土している

柱材と礎板（3 点）の出土構成比は異なってい

る。次章で述べる愛知県の礎板が出土している

遺跡では、柱材の方が地表面に近く腐朽しやす

い位置にあるためか礎板の方が多く出土してい

て、下高田遺跡の出土構成に近い。一方で権六

遺跡で出土している礎板（W005・W006）は、下

高田遺跡で出土している礎板に平面形などの細

部は異なるが形状は近い。

　また、権六遺跡において柱材と礎板が出土し

た遺構について検討したが、建物規模や柱穴の

位置などについての出土傾向は認められない。

 3. 愛知県の礎板が出土した掘立柱建物・

　　竪穴建物

　愛知県において、礎板を用いた掘立柱建物・

竪穴建物と柱穴列が確認されている 5 遺跡をと

りあげる。

　弥生時代中期後葉の稲沢市一色青海遺跡の

03B 区 SB17（礎板は SK166（礎板 W16）・SK167（礎

板 W17）・SK409（礎板 W22）・SK480（礎板 W23）

より出土）と SB77（礎板は SK422（礎板 W3 〜

W7・W25 〜 W28-2）・SK1109（ 礎 板 W8・W9）・

SK1111（礎板 W10）・SK1120（礎板 W11）より出土）

があり、掘立柱建物は SB17・SB77 はどちらも

弥生時代では大型建物の部類に入るが、SB17

は集落の中心的建物（面積 89.8 ㎡）、SB77 も

独立棟持柱を有する建物 ( 面積 27.7 ㎡ ) であ

る。

　奈良時代の稲沢市北丹波・東流遺跡 17B 区竪

穴建物 131SI 内の 126SK から礎板が出土してお

り、中型の竪穴建物の柱穴にも礎板が使用され

ている。

　一宮市大毛沖遺跡では、鎌倉時代の 94H 区

愛知県美浜町下高田遺跡出土の礎板●



●研究紀要  第 26 号  2025.5

10

　下高田遺跡出土の礎板についてその特徴を明

らかにするため、権六遺跡とその他の礎板が出

土している愛知県の遺跡について分析した。

　まず、愛知県における礎板が出土する遺跡に

ついて、出土した遺跡の立地は木材が残りやす

い地下水位の比較的高い沖積地に立地する遺跡

で下高田遺跡と共通する。これは礎板の用例

が、掘立柱建物や柱穴列が軟弱な地盤において

築かれた際に、柱材を地面に固定し、高さを整

えるために、柱材が沈まないようにするための

工夫であることを示す。権六遺跡の柱穴におい

てもみられたように、平瓦や根石の用例と同じ

性格のものである。

　また礎板を用いた建物の類例とその特徴は、

弥生時代中期後葉の一色青海遺跡では大型掘立

柱建物に用いられた例があることから、比較的

大型の建物に伴う可能性はあるが、その他の時

代では特別な建物や用例もない。

　次に下高田遺跡出土の礎板は、遺跡の出土遺

物の時期では弥生時代中期後葉が最も多いが、

先に述べた時期の出土遺物と対応関係は不明で

ある。愛知県における礎板を用いた掘立柱建物

と柱穴列の時期も弥生時代中期後葉から江戸時

代中期までの遺跡で確認できるため、礎板の消

長からは下高田遺跡の礎板の時期を特定できな

い。また、礎板の整形では木材を楔などにより

分割したものが多く、建築材などから転用した

礎板であっても、加工痕はあまり明確ではない

ため、時期の特定には至らない。

　よって下高田遺跡出土の礎板は、同じ地域に

ある権六遺跡出土の礎板に形状が類似している

ことから、平安時代末〜鎌倉時代を推定してお

きたい。

　本稿に関わる調査をする中で、密蔵院住職服

部秀弘氏には大変お世話になりました。また鬼

頭剛氏、前田弘子氏、鈴木好美氏には調査に際

し、ご協力を頂いた。記して感謝の意としたい。
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青山神明遺跡の井戸について●

青山神明遺跡の井戸について
梶田 真由

　青山神明遺跡は愛知県西春日井郡豊山町に所在し、2023 年度から発掘調査を行っている。2024 年

度末時点で井戸が 30 基以上検出されており、平面形状や深さには多様性が見られる。遺物は主に中

世陶器が出土している。

　そこで本稿では青山神明遺跡で検出された井戸の平面形状や深さを形式的に分類し、遺物から時期

の推定を行った。その結果、時期により深さ異なる可能性を指摘した

 3. 青山神明遺跡の現在までの調査成果

 2. 井戸の先行研究と課題

 1. はじめに

　愛知県埋蔵文化財センターでは、大山川の河

川改修や愛知県の防災拠点の建設に伴う事前調

査として西春日井郡豊山町青山神明地区周辺で

発掘調査を行なっている。

　青山神明遺跡は小牧台地の南端、標高約 10m

の低位段丘上に立地する。東側には一級河川大

山川、西側には中江川が流れており２つの河川

に挟まれている地形となっている。

　本遺跡は近代以降の様々な活動によって影響

を受け、遺構の残存状況は部分的には良好では

ないものの、元来深さのある井戸については

2024年度末時点で30基以上が検出されている。

　愛知県内では、1800 基以上の井戸が検出事

例として報告され、最も古いものは弥生時代

中期まで遡るが、低位段丘上での検出例の報

告は低地部に比較すると少ないため、今回の検

討対象とした。

井戸の地域性を明らかにした。

　愛知の井戸の研究については、『尾張平野に

おける中世井戸の構造とその変遷に関する覚

書』（北村 1997）で尾張平野における中世井戸

の構造の変遷がされている。

　このほかに「中世井戸についての若干の考察

−愛知県下の事例を中心として−」『東海の中世

集落を考える』（鈴木 2002）では、井戸側の構

造と遺跡の立地の関連性を指摘した。

　これまでの先行研究の課題としては、尾張地
方の低位段丘に限定した場合に、近世以前の検
出例が乏しく周辺地域における研究の成果が十
分に反映されてこなかったことがある。しかし
2024 年度末時点には、青山神明遺跡の発掘調
査の進展の可能性が出てきた。

　井戸の研究については、『井戸考』（宇野

1982) により全国各地の井戸を通時代的に収集

され、その歴史的変遷が把握された。

　『井戸の考古学』（鐘方 2003）では、宇野氏

の井戸考と異なり井戸の組み立て方の違いにつ

いて書いている。また日本の井戸以外にも海外

の井戸も比較している。

　『井戸再考』（埋蔵文化財研究会 2008）では、

弥生時代から古墳時代の全国の井戸を集成し、

　青山神明遺跡は 2023 年度から発掘調査が行
われており弥生時代前期から中世・近世にいた
る遺構・遺物が出土している。出土遺物は中世
陶器等が多い。
　遺跡の西側では、遺構の残存上状況が比較的
良好で、竪穴建物跡や掘立柱建物跡が検出され
ている。調査区範囲の東側では方形周溝墓や土
坑墓が検出される。また 2024 年度段階では大
山川に近くなると西側と比べ遺構が希薄になる
傾向が見られる。

 4. 研究方法
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図 2　b 類の井戸の模式図図 1　a 類の井戸の模式図

図 3-1　c1 類の井戸の模式図

（6 層まで達している井戸）

図 3-2　c2 類の井戸の模式図

（下の湧水層まで達している）

　今回検討対象とした井戸は、2023 年度に検

出された青山神明遺跡 23A・B・C・D 区、2024

年度に検出された 24A・B・C・D・K・H 区の計

36 基である。

　青山神明遺跡の基本層序は、1 層から 4 層は

黄色土の粘土層である。5 層は礫を含む砂層で

ある。6 層は硬い砂層となっている。7 層目は、

5層目と同様に礫を含む砂層である。湧水層は、

4 層と 5 層間の層、6 層と 7 層間の層の 2 箇所

確認されている。

　井戸の深さの違いについて模式図で表した。

（図 1 〜図 3）

　井戸の分類については、掘り方の平面形状と

深さに注目した。井戸の平面形状を 3 種類、深

さを 3 種類として、計 9 種類に分類した。

平面形状については A 〜 C 類に分類した。

A 類：掘り方の平面形状が円形または楕円形

B 類：掘り方の平面形状が方形または隅丸方形

C 類：掘り方の平面形状が不定形

深さは a 類から c 類に分類した。

a 類（図 1）：調査時の湧水層（5 層）直上でま

で掘削

b 類（図 2）：調査時の湧水層（5 層）にまで掘

削

c 類（図 3）：調査時の湧水層（5 層）に達し 6

層まで掘削または、下の湧水層まで掘削されて

いる井戸とした。※２つに細分した分類を示

す。C1・C2 類

　遺物の分類は、瀬戸市埋蔵文化財センター研

究紀要第 5 輯の『中世瀬戸窯の動態』P51 の山

茶碗の編年表と愛知県史の『別冊　窯業 2 中世・

近世瀬戸系』の P794 から P816 の編年表を参考

にした。

　今回ページの都合上全ての井戸を紹介するこ

とはできないので代表的な井戸を 12 基図示し

た。

　右のペーシの地図（図 4）は 2024 年度まで

の青山神明遺跡の全体図である。黒い丸で示し

た部分は井戸が確認された場所である。今回

は、調査区が表記している所のみ井戸を使用し

ている。
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青山神明遺跡の井戸について●

図 4 青山神明全体図
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図 5 194SE 平面図・断面図　Aa 類

0194SE

A

A'

1

2
3

4

5
5

6

7 6

7
8

8

9

9

10
10

11

湧水点

1 10YR3/1 黒褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色 粘土粒少量 10YR4/1粘土ブロック中量 焼土粒少量含む。
2 10YR2/2 黒褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色 粘土ブロック中量 焼土粒少量含む。

7 10YR4/4 褐色 粘土 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック中量 植物遺体少量含む。粘性強く、しまりやや強い。地山。

3 10YR4/1 褐灰色 粘土 10YR5/6 黄褐色 粘土ブロック少量 酸化鉄粒 炭化物少量含む。
4 10YR3/3 暗褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色 粘土ブロック中量 植物遺体多量 酸化鉄粒少量含む。
5 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色 粘土粒少量 炭化物少量含む。
6 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土 10YR3/1 黒褐色粘土粒少量含む。粘性強く、しまり強い。地山。

10 10YR5/8 黄褐色 砂質土 10YR5/6黄褐色細粒砂多量 酸化鉄粒多量含む。粘性強く、しまりやや弱い。地山。

8 10YR6/6 明黄褐色 粘土 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック少量含む。粘性強く、しまり強い。地山。
9 10YR6/8 明黄褐色 粘土  10YR3/1 黒褐色粘土ブロック中量  酸化鉄粒少量含む。粘性強く、しまり強い。地山。

11 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 10YR5/6黄褐色粘土ブロック少量含む。粘性弱く、しまり強い。

10.500m

10.000m

9.500m

9.000m

3.514m

A A'

(S=1/５0)

0 2m

1 2

3 4

5 6

7 8

9 10

(S=1/4)

0 10cm

 5. 井戸の分類

　掘方の平面形状と深さによる分類の代表的な

ものについて以下にあげておく。

Aa 類の井戸

　Aa 類の井戸は 15 基であった。

　23D 区 0194SE は、深さが 0.36m の井戸である。

湧水層の直上まで掘削されている。掘り方の断

面はロート型で平面形状は円形をしている。

　出土遺物は 10 点あり、1 は壺である。2 は鉢

である。3・4 は尾張型第 4 型式の山茶碗、5 か

ら 8 が 4 型式の小碗、9・10 は尾張型第 5 型式

の山茶碗である。

　24Cd 区 2405SE は深さが 1.18m の井戸である。

湧水層の直上まで掘削されている。掘り方の断

面形状は筒形をしている。

　出土遺物は 3 点ある。11 は尾張型第 5 型式

の山茶碗、12 は尾張型第 4 型式の小碗、13 は

尾張型第 5 型式の小皿である。
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図 6 2405SE 平面図・断面図　Aa 類

図 7 1503SK 平面図・断面図 Ab 類

2405SE

2405SE

A A'

1
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4

5 5

66

7

1 10YR3/2 黒褐色 粘土 10YR4/1 褐灰色 粘土ブロック微量 10YR5/6 黄褐色 粘土粒微量含む。

2 10YR2/2 黒褐色 粘土 10YR4/1 褐灰色 粘土ブロック微量 10YR5/6 黄褐色 粘土粒微量含む。

3 10YR2/1 黒色 粘土 10YR5/6 黄褐色 粘土ブロック少量含む。

4 10YR2/2 黒褐色 粘土 10YR4/2 灰黄褐色 粘土ブロック微量 10YR5/6 黄褐色 粘土ブロック少量含む。

5 10YR5/6 黄褐色 粘土 10YR4/1 褐灰色 粘土ブロック微量 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土ブロック微量含む。粘性強く、しまりやや弱い。（地山）

6 10YR5/6 黄褐色 粘土 10YR4/2 灰黄褐色 粘土ブロック微量ブロック微量含む。粘性強く、しまり弱い。（地山）

7 5GY 4/1 暗オリーブ灰色 砂質土 礫多量含む。粘性無し、しまり強い。（地山）
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1
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4

１　10YR4/1　褐灰色粘土層　10YR7/1灰白色斑土含む

２　7.5YR3/2　黒褐色粘土層　10YR4/1褐灰色斑土含む　Φ15㎝以下の円礫を少量含む

３　10YR3/1　黒褐色粘土層　Φ20㎝以下の円礫を多数含む

４　10YR5/2　灰黄褐色粘土層　Φ20㎝以下の円礫を多数含む

14 15

16
17

18

湧水点
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0 2m

(S=1/4)

0 10cm
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図 8 10380SE 平面図・断面図 Ab 類

図 9 10382SE 平面図・断面図 Ab 類
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1．10YR2/1 黒色細粒砂含む極細粒砂層　黄褐色極細粒砂小ブロックを少量含む。

2．10YR2/1 黒色細粒砂含む極細粒砂層　黄褐色極細粒砂ブロックを非常に多く含む。

3．10YR2/1 黒色細粒砂含む極細粒砂層　黄褐色極細粒砂ブロックを含む。

4．10YR5/6 黄褐色シルト含む極細粒砂層　地山。

5．10YR5/8 シルト含む極細粒砂層　地山。

6．10YR4/6 褐色細粒砂含む極細粒砂層　中礫の亜円礫を非常に多く含む。地山。

10364SD
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10382SE

1．10YR2/1 黒色細粒砂含む極細粒砂層　黄褐色極細粒砂小ブロックを少量含む。
    井戸埋土。

2．10YR2/1 黒色細粒砂含む極細粒砂層　黄褐色極細粒砂小ブロックを含む。井
    戸埋土。

3．10YR2/1 黒色細粒砂含む極細粒砂層　黄褐色極細粒砂小ブロックを含み、中
    礫の亜円礫を少量含む。井戸埋土。

4．10YR5/6 黄褐色シルト含む極細粒砂層　地山。

5．10YR5/8 シルト含む極細粒砂層　地山。

6．10YR4/6 褐色細粒砂含む極細粒砂層　鉄分少量沈着。地山。

7．10YR4/6 褐色細粒砂含む極細粒砂層　中礫の亜円礫を非常に多く含む。地山。

(S=1/５0)

0 2m

湧水点

Ab 類の井戸

　Ab 類の井戸は 6 基であった。

　23Bb 区 1503SK は深さ 0.42m の井戸である。

湧水層まで達しており約 15 ㎝礫層を掘削して

いる。掘り方の断面形状は、筒型に近い形をを

している。

　遺物は 5 点あり 14 から 16 は東濃型 7 型式の

山茶碗、17 は東濃型 6 型式の小皿、18 は東濃

型 7 型式の小皿である。

  24Aa 区 10380SE は深さ 0.51m の井戸である。

一部溝に切られている。湧水層まで達しており

約 10 ㎝礫層を掘削している。掘り方の断面形

状は、筒形をしている。

　遺物は 8点ある。19 から 26 は山茶碗である。

19 から 24 は尾張型第 5 型式、25 は尾張型第 6

型式、26 は尾張型第 6 型式の小皿である。

24Ab 区 10382SE は深さ 0.552m の井戸であ
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図 10 1323SE 平面図・断面図 Ac1 類  
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層1 H=9.212m

層2 H=8.325m

17
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11

1 10YR2/3 黒褐色 粘土 10YR3/4 暗褐色 粘土ブロック少量 10YR5/6 黄褐色 粘土粒微量含む。

2 10YR3/2 黒褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色 粘土粒微量含む。炭化物微量含む。

3 10YR2/3 黒褐色 粘土 10YR3/1 黒褐色 粘土ブロック微量 10YR5/6 黄褐色 粘土ブロック微量含む。

4 10YR3/3 暗褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色 粘土粒微量含む。

5 10YR3/3 暗褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色 粘土ブロック中量含む。炭化物少量含む。

6 10YR3/2 黒褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色 粘土粒微量含む。礫中量含む。炭化物微量含む。

7 10YR3/2 黒褐色 粘土 10YR4/2 灰黄褐色 粘土ブロック少量 10YR5/6 黄褐色 粘土粒少量含む。

8 10YR3/4 暗褐色 粘土 10YR4/2 灰黄褐色 粘土ブロック微量 10YR5/6 黄褐色 粘土ブロック少量含む。炭化物微量含む。

9 10YR3/3 暗褐色 粘土 10YR2/2 黒褐色 粘土ブロック少量 10YR5/6 黄褐色 粘土ブロック微量含む。大礫少量含む。

10 10YR3/1 黒褐色 粘土 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土ブロック微量含む。大礫少量含む。

11 10YR3/2 黒褐色 粘土 10YR2/3 黒褐色 粘土ブロック微量含む。植物遺体少量含む。

12 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土 10YR3/3 暗褐色 粘土ブロック微量含む。粘性強く、しまりやや強い。（地山）

13 10YR5/6 黄褐色 粘土 10YR4/2 灰黄褐色 粘土ブロック微量含む。粘性やや強く、しまりやや弱い。（地山）

14 10YR5/6 黄褐色 粘土 10YR4/2 灰黄褐色 粘土ブロック微量 10YR2/3 黒褐色 粘土ブロック微量含む。粘性やや弱く。しまりやや弱い。（地山）

15 10YR5/6 黄褐色 粘土 10YR3/4 暗褐色 粘土ブロック微量含む。粘性やや強く、しまりやや強い。（地山）

16 2.5Y 4/3 オリーブ褐色 砂質土 大礫多量含む。粘性無し、しまり強い。（地山）

17 5GY 4/1 暗オリーブ灰色 砂質土 粘性無し、しまり強い。（地山）

18 10Y 4/2 オリーブ灰色 砂質土 大礫多量含む。粘性無し、しまりやや強い。（地山）

3.053

10.500m

10.000m

9.500m

9.000m

8.500m

8.000m

A A'

27 28

3433

3231
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37

3635
湧水点
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0 2m

(S=1/4)

0 10cm

Ac 類の井戸

Ac 類の井戸は 3 基であった。

　24Cb 区 1323SE は深さ 1.7m の井戸である。上

層の湧水層を掘り抜き、下層の湧水層まで達し

ている。掘り方の断面形状は、ロート型で段が

1 段ついている。

　遺物は11点ある。27から32は山茶碗である。

27は尾張型第4型式、28・29は、尾張型第5型式、

30 は尾張型第 6 型式、31・32 は東濃型第 7 型

式である。33 は尾張型第 5 型式の小皿、34 は

尾張型第 6 型式の小皿、35 は尾張型第 6 型式

の小皿、36 は尾張型第 7 型式の小皿、37 は東

濃型第 8 型式の小皿である。

る。湧水層まで達しており約 15 ㎝礫層を掘削

している。掘方の断面形は、ロート型をしてい

る。
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図 11 1825SE 平面図・断面図 Ba 類

図 12 0289SE 平面図・断面図 Bb 類
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湧水点

1 10YR3/1 黒褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色 粘土ブロック中量 
10YR3/3 暗褐色粘土ブロック多量 焼土粒少量含む。

2 10YR2/2 黒褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色 粘土ブロック中量
植物遺体多量含む。

3 10YR3/1 黒褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色 粘土粒少量 炭化
物少量含む。

4 10YR2/1 黒色 粘土 10YR5/6 黄褐色 粘土粒少量 焼土粒
少量含む。

5 10YR2/2 黒褐色 粘土10YR4/2 灰黄褐色 粘土ブロック多
量 焼土粒少量 軽石少量含む。

6 10YR4/3 にぶい黄褐色粘土 10YR3/1 黒褐色 粘土ブロッ
ク中量含む。粘性強く、しまりやや弱い。地山。

7 10YR5/4  にぶい黄褐色粘土 10YR3/1 黒褐色 粘土ブロッ
ク中量 炭化物少量含む。粘性強く、しまり弱い。地山。  

8 10YR6/6明黄褐色粘土 10YR3/1 黒褐色 粘土粒少量含む。
粘性強く、しまり強い。地山。

9 10YR6/8明黄褐色粘土 10YR3/1 黒褐色 粘土ブロック少量 
酸化鉄粒少量含む。粘性強く、しまり強い。地山。

10 10YR5/8黄褐色粘土 10YR3/1 黒褐色 粘土粒少量 細粒
砂多量含む。粘性やや弱く、しまり弱い。地山。

11 2.5Y4/1黄灰色砂質土 酸化鉄粒多量含む。粘性弱く、しまり
強い。地山。
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1 10YR3/2 黒褐色 粘土 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色 粘土粒少量含む。炭化物微量含む。

2 10YR2/3 黒褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色 粘土ブロック少量含む。炭化物微量含む。

3 10YR3/3 暗褐色 粘土 10YR2/3 黒褐色 粘土粒微量 10YR5/6 黄褐色 粘土ブロック少量含む。炭化物微量含む。中礫含む。

4 10YR3/2 黒褐色 粘土 10YR2/3 黒褐色 粘土ブロック微量 10YR5/6 黄褐色 粘土ブロック少量含む。

5 10YR2/2 黒褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色 粘土粒微量含む。炭化物微量含む。

6 10YR3/2 黒褐色 粘土 10YR3/4 暗褐色 粘土ブロック少量 10YR5/6 黄褐色 粘土ブロック微量含む。炭化物微量含む。

7 10YR2/3 黒褐色 粘土 10YR4/2 灰黄褐色 粘土粒微量 10YR5/6 黄褐色 粘土粒微量含む。

8 10YR3/2 黒褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色 粘土ブロック少量含む。炭化物微量含む。

9 10YR2/2 黒褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色 粘土ブロック微量含む。巨礫多量含む。

10 10YR2/3 黒褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色 粘土ブロック少量含む。礫中量含む。

11 10YR5/6 黄褐色 粘土 10YR2/3 黒褐色 粘土ブロック少量含む。粘性やや強く、しまり弱い。（地山）

12 10YR5/6 黄褐色 粘土 10YR2/3 黒褐色 粘土ブロック微量含む。粘性やや強く、しまり弱い。（地山）

13 10YR5/6 黄褐色 粘土 10YR4/2 灰黄褐色 粘土粒微量含む。炭化物少量含む。粘性強く、しまり弱い。（地山）

14 10YR4/6 褐色 シルト 10YR3/2 黒褐色 粘土ブロック少量含む。礫多量含む。粘性やや強く、しまり強い。（地山）

2.238m10.500m

10.000m

9.500m

A A'

38

39

40湧水点

(S=1/５0)

0 2m

(S=1/4)

0 10cm
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図 13 0192SE 平面図・断面図 Bb 類

0193SK

0192SE

0179SD

0193SK 0192SE0179SD

A A'

5

4

6

7

8

9

10

11

6
7

8

9

10

11

31
2

湧水点

0192SE

3 10YR3/2 黒褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色 粘土ブロック中量含む。

4 10YR3/2 黒褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色 粘土粒少量含む。

5 10YR3/2 黒褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色 粘土粒少量含む。

6 10YR5/6 黄褐色 粘土 10YR2/3 黒褐色 粘土ブロック少量含む。粘性やや強く、しまり強い。地山。

7 10YR5/6 黄褐色 粘土 10YR2/3 黒褐色 粘土ブロック微量含む。粘性やや強く、しまり強い。地山。

8 10YR5/6 黄褐色 シルト 2.5Y5/6 黄褐色 シルトブロック中量 10YR2/3 黒褐色 粘土ブロック微量含む。粘性無し、しまりやや強い。地山。

9 10YR5/6 黄褐色 粗粒砂 礫多量含む。粘性無し、しまりやや強い。地山。

10 5Y 3/2 オリーブ黒色 砂質土 粘性無し、しまり強い。地山。

11 10YR2/3 黒褐色 粗粒砂 礫多量含む。 粘性無し、しまりやや強い。地山。

0179SD

1 10YR3/2 黒褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色 粘土粒少量含む。

0193SK

2 10YR3/3 暗褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色 粘土ブロック中量含む。

10.000m

9.500m

4.388m

8.500m

9.000m

1.000m 2.000m 3.000m 4.000m

A A'

41 42

4645

43 44

(S=1/５0)

0 2m

(S=1/4)

0 10cm

Ba 類

　Ba 類の井戸は 2 基であった。

　24Cb 区 1825SE の深さ 0.61m の井戸である。

掘り方の断面形状はロート型である。湧水層の

直上まで掘削されている。

　主な遺物は 3 点あり全て山茶碗である。38

は尾張型第 6 型式、39・40 は東濃型第 7 型式

である。

　Bb 類の井戸は 2 基であった。

　0289SE は深さ 0.75m の井戸である。掘り方

はロート型である。湧水層まで達しており礫層

を約 15 ㎝掘削している。　

　23D 区の 192SE は深さが 0.15m の井戸である。

湧水層まで掘削されており約 20 ㎝礫層を掘削

している。掘り方の断面形状は、ロート型であ

る。

　遺物は 6 点で 41 から 44 は山茶碗である。41

は尾張型第 6 型式、42 は東濃型第 9 型式また

は 10 型式である。43・44 は東濃型第 10 型式

である。45 は東濃型第 8 型式の小皿、46 は東

濃型第 9 型式または 10 型式の小皿である。
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図 14 1423SE 平面図・断面図 Bc1 類

図 15 10379SE 平面図・断面図 Bc1 類

A A'

1

2
3

4

5

6

7

8

6

7

1.000m
2.816m

2.000m

A A'

11.000m

10.500m

10.000m

9.500m

9.000m

10379SE

1．10YR2/1 黒色シルト含む極細粒砂層　黄褐色極細粒砂小ブロック
を少量含み、中礫の亜円礫を含む。

2．10YR2/1 黒色シルト含む極細粒砂層　黄褐色極細粒砂小ブロック
を少量含み、細礫多く含み、中礫の亜円礫を少量含む。

3．10YR2/1 黒色細粒砂含む極細粒砂層　黄褐色極細粒砂ブロック
を含む。

4．10YR2/1 黒色細粒砂含む極細粒砂層　黄褐色極細粒砂ブロック
を含み、中礫の亜円礫を少量含む。

5．10YR2/1 黒色シルト含む極細粒砂層　中礫の亜円礫を非常に多
く含む。

6．10YR5/6 黄褐色シルト含む極細粒砂層　地山。

7．10YR5/8 シルト含む極細粒砂層　地山。

(S=1/50)

0 ３m

湧水点

(S=1/５0)

0 2m

1423SE

A A'

B B'

1
2

5
6 7

4

3

8

9

10

11

12

13

10

11

12

13

A-A'

井戸底L=7.910m

B-B'

9

1 10YR3/3 暗褐色 粘土 10YR4/2 灰黄褐色 粘土ブロック少量 10YR6/2 シルトブ
ロック少量 10YR5/6 黄褐色 粘土粒少量含む。

2 10YR3/2 黒褐色 粘土 10YR4/2 灰黄褐色 粘土ブロック少量 10YR5/6 黄褐色 
粘土ブロック中量含む。

3 10YR3/3 暗褐色 粘土 10YR6/2 シルトブロック少量 10YR5/6 黄褐色 粘土ブロ
ック微量含む。

4 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色 粘土ブロック少量含む。

5 10YR3/2 黒褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色 粘土粒微量含む。炭化物微量含む。

6 10YR3/3 暗褐色 粘土 10YR2/3 黒褐色 粘土ブロック少量 10YR5/6 黄褐色粘
土ブロック中量含む。

7 10YR3/2 黒褐色 粘土 10YR6/2 シルトブロック少量 10YR5/6 黄褐色 粘土粒
少量含む。

8 10YR3/1 黒褐色 粘土 10YR4/2 灰黄褐色 粘土ブロック微量 10YR5/6 黄褐色
粘土粒少量含む。礫多量含む。

9 10YR2/3 黒褐色 粘土　10YR4/4 褐色 粘土ブロック微量 10YR5/6 黄褐色 粘土
ブロック少量含む。礫少量含む。

10 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色 粘土ブロック微量含む。粘性強く、
しまりやや弱い。（地山）
11 10YR5/6 黄褐色 粘土 10YR2/3 黒褐色 粘土ブロック微量含む。粘性やや強く、し
まり弱い。（地山）

12 10YR5/6 黄褐色 粘土 10YR3/3 暗褐色 粘土ブロック微量含む。粘性やや強く、
しまりやや弱い。（地山）

13 5GY 4/1 暗オリーブ灰色 砂質土 礫多量含む。粘性無し、しまり強い。（地山）

1.638m10.500m

10.000m

9.500m

9.000m

8.500m

8.000m

A A'

47

(S=1/５0)

0 2m

(S=1/4)

0 10cm

湧水点

Bc 類の井戸

　Bc 類の井戸は 2 基であった。

　24Cb区の1423SEは深さが2.3mの井戸である。

下層の湧水層まで掘削されている。掘り方の断

面形状は、ロート型で平面形状は隅丸方形であ

る。

遺物は 1 点あり、47 の古瀬戸花瓶がある。

　10379SE は、深さが 1.44m の井戸である。湧

水層まで掘削されている。掘り方の断面形状

は、ロート型で平面形状は隅丸方形に近い形を

している。遺物は出土していない。
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図 16 118SK 平面図・断面図 Ca 類

図 17 1047SK 平面図・断面図 Ca 類

A

A′
B

B′

1.197m
1.000m0.000m

B'
B

1

3

2

1 10YR2/2黒褐色粘土質シルト

2 10YR2/2黒褐色粘土

3 10YR1.7/1黒色粘土　大礫・土器多数出土

9.000m

9.500m

8.500m

118SK

48

51

50

49

(S=1/５0)

0 2m

(S=1/4)

0 10cm

湧水点

9.500m

10.500mA'

10.000m

A

A A'

1407SK

1

2

3

4

１　10YR3/1　黒褐色粘土層　10YR4/2灰黄褐色斑土含む　Φ3㎝以下の円礫含
む　炭化物を少量含む

２　10YR4/2　灰黄褐色粘土層　酸化鉄を多く含む　炭化物を少量含む

３　10YR4/1　褐灰色粘土層　Φ3㎝以下の円礫を少量含む

４　10YR3/1　黒褐色粘土層　Φ3㎝以下の円礫を多く含む

湧水点

(S=1/５0)

0 2m

Ca 類の井戸

　Ca 類の井戸は 2 基であった。

　24Hb区の118SKは深さが0.48mの井戸である。

湧水層の直上まで掘削されている。掘り方の断

面形状は、ロート型である。

　遺物は 4 点出土している。48・49 は山茶碗

である。48 は尾張型第 5 型式、49 は尾張型第

5 型式または第 6 型式である。50・51 は、尾張

型第 5 型式の小皿である。

　1407SK は深さが 0.56 の井戸である。湧水層

の直上まで掘削されている。井戸の断面形状は

ロート型に段が 1 段ついている。遺物は見つか

っていない。

Cb 類の井戸

　Cb 類の井戸は２基であった。

0630SE は深さが 1.15m の井戸である。湧水層

に達するまで掘削されている。井戸の断面形状

は不定形である。遺物は見つかっていない。　

　Cc 類は見つかっていない。
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図 18 630SE 平面図・断面図 Cb 類

表 1　青山神明遺跡　分類表

西暦 形式/分類 尾張型山茶碗 東濃型山茶碗 古瀬戸 A a類 Ab類 Ac類 Ba類 Bb類 Bc類 Ca類 Cb類 Cc類

第3型式

第４型式 谷迫間

第５型式 前Ⅰa

前Ⅰb

第６型式 白土原

第７型式 明和

第８型式 大畑・大洞
前Ⅳ
中Ⅰ
中Ⅱ

第9型式 大畑・大洞新
中Ⅲ
中Ⅳ
後Ⅰ

第10型式 大洞東 後Ⅱ
後Ⅲ

第11型式 脇之嶋
生田

後Ⅳ古
後Ⅳ新

前Ⅱ

前Ⅲ

浅間・窯下
石丸３
窯洞

0630SE

A A'

1

2

3

4

5
7
8

9

10
10

8

7

6

11

6

1 10YR2/3 黒褐色 粘土 10YR3/3 暗褐色 粘土ブロック少量含む。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土 10YR2/3 黒褐色 粘土ブロック中
量含む。

3 10YR3/2 黒褐色 粘土 7.5YR2/3 極暗褐色 粘土ブロック多量
 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土ブロック少量 10YR5/6 黄褐色 粘土
粒微量含む。

4 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土ブロック少
量含む。 10YR5/6 黄褐色 粘土ブロック少量含む。炭化物微量含む。

5 10YR5/6 黄褐色 粘土 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土ブロック微
量含む。

6 10YR4/6 褐色 粘土 10YR3/3 暗褐色 粘土ブロック少量含む。粘
性強く、しまり強い。（地山）

7 10YR4/6 褐色 粘土 10YR3/3 暗褐色 粘土ブロック少量含む。粘
性やや強く、しまり強い。（地山）

8 10YR5/8 黄褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色 粘土粒微量含む。粘性
やや強く、しまり弱い。（地山）

9 10YR5/8 黄褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色 粘土粒微量含む。粘性
やや強く、しまり強い。（地山）

10 10YR6/8 明黄褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色 粘土粒微量含む。
粘性やや強く、しまり強い。（地山）

11 10YR5/8 黄褐色 砂質土 粘性無し、しまり強い。（地山）

2.867m

10.500m

10.000m

9.500m

9.000m

1.000m 2.000m

A A'

湧水点

(S=1/５0)

0 2m

 6. 井戸の時期の推定と若干の考察

　青山神明遺跡で発見した井戸は、主に平安時

代末期〜室町時代にかけての井戸と推定され

る。遺物の多くは 12 世紀後葉から 13 世紀初め

の尾張型第 5 型式の山茶碗であった。

　表 1 では、今回取り上げた井戸の遺物から時

期を推定した。

　Aa 類が 6 基、Ab 類が 2 基、Ac 類が 2 基、Ca

類が 1 基、Cb 類が１基という結果となった。

　井戸の深さと時期の関係について、井戸の深

さは、a・b 類は、7 型式の 13 世紀まで見つか

っておりこの時期以降では、見つかっていな

い。c 類は確認された井戸は少ないが 1520SE

のように 4 型式の 12 世紀中頃や 1423SE など

の 10 型式の 15 世紀頃の井戸が見つかっており

200 年以上違っている。

　a・b 類の湧水層の直上または湧水層まで達

しているが礫層を 50 ㎝以下まで掘削している

井戸は、東濃型第 7 型式の山茶碗の時期までし

か見つかっていないので井戸の深さと時期の関
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表 2　青山神明遺跡　井戸集成表

青
山
神
明
遺
跡
井
戸
一
覧

調
査
区

遺
構
番
号

掘
り
方

長
軸
（
m
）

短
軸
(m

)
深
さ
（
m
）

遺
物
分
類

時
期

分
類

尾
張
型
第
4型

式
の
小
碗
1個

・
尾
張
型
第
5型

式
の
山
茶
碗
３
個１

2世
紀
後
半
〜
１
３
世
紀
前
半

Aa
類

筒
尾
張
型
第
4型

式
の
小
碗
1個

12
世
紀
半
ば
ご
ろ

Ac
1類

ロ
ー
ト

尾
張
型
第
3形

式
の
茶
碗
1個

・
尾
張
型
第
5型

式
の
山
茶
碗
1個

12
世
紀
半
ば
〜
13
世
紀
初
め

Ab
類

筒
か

尾
張
型
第
5形

式
の
山
茶
碗
5個

、
小
皿
1個

・
尾
張
型
第
6型

式
の
山
茶
碗
1個

１
２
世
紀
後
半

Ab
類

ロ
ー
ト

尾
張
型
第
4型

式
の
小
碗
4個

尾
張
型
第
4o
r5
型
式
の
山
茶
碗
1

個 ・
尾
張
型
第
5型

式
の
山
茶
碗
3個

・
　
常
滑
壺

１
２
世
紀
後
半
〜
13
世
紀
前
半

Aa
類

筒
尾
張
型
第
4型

式
小
碗
4個

・
尾
張
型
第
5型

式
の
山
茶
碗
が
1

個 小
皿
が
1個

13
世
紀
半
ば
頃

Aa
類

ロ
ー
ト

尾
張
型
第
6型

式
の
山
茶
碗
1個

・
東
濃
型
第
7型

式
の
山
茶
碗
3個1

3世
紀
半
ば
頃

Ba
類

ロ
ー
ト
・
2段

東
濃
７
,3
個
・
尾
張
6　

２
個
　
尾
張
5　

4人
13
世
紀
初
め
〜
13
世
紀
半
ば

Ac
1類

24
Hb

区
2段

か
尾
張
型
第
5型

式
の
山
茶
碗
1個

、
小
皿
1個

13
世
紀
頃

Ca
類

ロ
ー
ト
か

尾
張
型
第
5型

式
の
山
茶
碗
が
1個
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係はあると考える。c 類の遺物が含まれている

井戸は今回 2 基のみ見つかっており、少ないの

で井戸の深さと時期を判断することは難しい。

　表 2 は、青山神明遺跡から見つかった井戸の

集成表である。

 井戸の分類は Aa 類が 17 基、Ab 類が 5 基、Ac

類が 3基、Ba類が 2基、Bb類が 2基、Bc類が 2基、

Ca 類が 2 基、Cb 類が 1 基という結果になった。

　井戸の掘り方の平面形状は、A 類の円形が 25

基で一番多く見つかっている。この他にも C 類

に分類した卵形の掘り方の断面形状の井戸があ

る。

　半分以上の井戸で遺物は出土していないが表

1 を参考にして時期の推定を行う。

　a・b 類に分類される井戸は、湧水層の直上

に達していても地表面から 50 ㎝以下なので 14

世紀よりも前に井戸が使用されていたと考え

る。c 類の井戸は、中世初めと中世中頃の 2 時

期から見つかっているので今回は時期の推定を

行うことは難しい。

　以上のことから掘方の平面形状と時期の関係

については、A・C 類は山茶碗第 7 形式の 13 世

紀中頃まであり B 類は第 10 形式まで確認され

ていることが明らかとなった。

　深さと時期の関係については、13 世紀中ご

ろまでは a・b 類で c 類は 12 世紀から 15 世紀

までの長い時期で確認されている。

 7. 青山神明遺跡の井戸の深さの比較

　愛知県の尾張地方の段丘（低位段丘）から井

戸がまとまって出土した例は少ない。尾張地方

の井戸は主に濃尾平野から見つかっている。濃

尾平野から見つかる井戸の深さは、1m 未満で

ある。また、基盤層が崩れやすいので木材を用

いて掘り方を保護している。一方青山神明遺跡

は、全て素掘りの井戸であり深さは 1m 未満の

井戸もあるが１m 以上の深さで礫層に達してい

る井戸もある。

　青山神明遺跡の井戸は地形の関係があるが、

a 類の硬い礫層がある直上で止まっている井戸

が多く深さは約 0.8m 〜 1.2m である。

　今回青山神明遺跡の井戸の特徴として掘方の

断面形状が B 類の井戸が見られた。他の尾張地

方の井戸は、A 類の円形が多い。深さは a 類が

多い。遺物の時期では尾張型第 5 型式の山茶碗

が多い。

　青山神明遺跡の井戸で発見された山茶碗は鎌

倉時代の尾張型第 5・6 型式の山茶碗が 15 世紀

以降は東濃型第 7 型式の山茶碗が多く発見され

たのでこの頃の井戸の特徴を示しているものか

もしれない。今回の報告では掘方の平面形と深

さから井戸の類型を行なった。残念なことにそ

れぞれの分類と時期についての明確な相関を掴

むことはできなかった。しかし今後も井戸を集

成し井戸の深さと時期の関係性の明確化を目指

す。

　今回扱うことができなかった遺構について

は、別のところで紹介したい。

　本論を執筆するにあたり鈴木正貴氏には、井

戸の分類方法や遺物の器種の時期を確認してい

ただいた。また、現場でも遺跡や遺構の所見を

いただいた。記して感謝を申しあげる。
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25

西二葉町遺跡における

明治期以降土地利用変遷史 川添 和暁

　名古屋市東区西二葉町遺跡は、江戸時代の犬山城主成瀬隼人正中屋敷が所在していたことで知られ

ている。それに加えて、当地は、愛知県立第一中学校などさまざまな学校が機能していた場所として

も知られており、本稿は明治期以降の土地利用を図面記録と発掘調査成果を照らし合わせることで整

理する試みを行った。その結果、単に埋蔵文化財調査としての土地利用の変遷を辿ることに留まらず、

愛知県下の中等教育・高等教育の様子を窺うことができる、重要資料と認識した。校舎建物の構造や

配置の変遷などで、教育機関としての重要性を推し量ることができ、学校教育史の解明にあって、新

たなアプローチを提示することができるとの予見を得た。

西二葉町遺跡における明治期以降土地利用変遷史●

 1. はじめに

考古学を学問的基盤とする埋蔵文化財調査

は、遺跡・遺構・遺物を研究対象とするもので

あり、時期・時代は特定されるものではない。

この研究手法の特性から、考古学の研究領域の

時代・地域が広がり続けていることは、現在、

多様な研究分野（専門分野）が言われている事

情からも理解できるところであろう。

　本稿で取りあげる西二葉町遺跡は、現在の愛

知県立明和高等学校の敷地内を含む範囲にあ

る。当地では繰り返しの土地利用に加えて、近

世以降、地図・図面などの記録が詳細に残され

ていることが特筆される。当地の土地利用変遷

を辿ると、愛知県下における中等教育および高

等教育の黎明期からを追うことができ、単に当

地利用史を考えることに加えて、県下の近現代

教育史的にも学術的意義がとても大きい効果が

期待されるところである。

 2. 西二葉町遺跡について

　西二葉町遺跡は、名古屋市東区白壁に位置す

る遺跡で、その範囲は、県立明和高等学校敷地

から北東に鎮座する七尾天神社方面に広がる。

当地は特別史跡名古屋城跡および名古屋城三の

丸遺跡の東に位置しており、現地表の標高は

15.5m、名古屋台地が北側に向かって傾斜する

名古屋城

西二葉町遺跡

東二葉町遺跡

長久寺遺跡

片山神社遺跡

東芳野町遺跡

0 1km（1/20,000）

N

崖ぎわ付近に立地している（図 1）。段丘縁辺

東側に向かって、東二葉町遺跡や長久寺遺跡、

片山神社遺跡などが知られており、後期旧石器

時代や縄文時代の遺構・遺物など先史時代から

のヒトの活動痕跡が認められる場所となってい

る。西二葉町遺跡に関しては、当初、遺跡範囲

は台地北縁区域のみであったが、これは吉田富

夫によって「古墳時代聚落址」とした二葉町遺

跡が該当するようである（伊藤 1999）。これと

は別に、明和高等学校敷地全体には成瀬隼人正

中屋敷が所在していたことが以前から知られて

いた。そのため、2023 年に愛知県埋蔵文化財

調査センターによる試掘調査が実施され、その

結果、遺跡は明和高等学校敷地内一帯に広がっ

図 1　西二葉町遺跡の位置（明治 24 年旧陸軍地形測量部地

形図「名古屋」より）
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ていることが判明した。

　なお、近世の犬山城主成瀬隼人正中屋敷の絵

図面に関する詳細な検討は、公益財団法人 犬

山城白帝文庫「研究紀要」19 で公表予定である。

合わせて参照願いたい。

 3. 文字・地図記録の検討

　明治期以降の当地の土地利用変遷の記録は、

愛知県立第一中学校（現在の旭丘高等学校）創

立百年祭実行委員会による『鯱光百年史』（真

野ほか 1977）のほか、『愛知県第一高等女学校

史』（森川・山本ほか 1988）、『愛知県立明和高

等学校史』（鬼頭ほか 1998）など、各学校史な

どから詳細に辿ることができる。まずはこれら

先学の業績をもとに、地図記録などをもとにし

た土地利用の変遷についてまとめておく。主な

出来事については、表 1 にまとめた。

 明治 8（1875）年からは、現在の県農業試験

場のもととなった栽培所・農事試験場として使

用されていた。土地用地として広大な面積が使

用されたと言われているが、主として使用され

たのは、現在の学校敷地北西側からの段丘斜面

地のようである（伊藤 1999）。当地が、学校用

地となったのは明治 30 年代末からで、それま

であった陸軍の仮病院の棟を解体して校舎が建

てられたという。

　当地に愛知一中の学校校舎全体が完成したの

は明治 43（1910）年とされ、当時の校舎配置

図を、愛知県立第一中学校学友会刊行の機関誌

『学林』で見ることができる（愛知県立第一中

学校校友会 1910、図 3 左上）。敷地東半分に本

館と教室が配されるというのが基本的な配置で

あった。この時、正門は本館の南、すなわち敷

地の南東側に設けられたのであるが、江戸時代

以降の当地の土地利用の歴史の中で、南東側に

正門を設けたのは、この愛知一中の校舎配置の

みであった。西半分は北側が運動場、南側には

校内の寄宿舎（舎生室）が設けられ、修文寮と

名付けられたという（真野ほか 1977）。ほどな

くして舎生室の場所は、大正時代末には陸上ト

ラックやテニスコートなどに整備されたようで

あるが、東側の建物群はそのままの形状であっ

た（図 3 右上）。

　建物の様子は、当時の写真で現在も窺うこと

ができる。当時の建物は、コンクリートにレン

ガを積んだ基礎で、その上に木造平屋の建物が

造られた構造で、本館のみが 2 階建てとなって

いた。各教室の他、大型の建物としては、生徒

和室、講堂、講武場があり、本館とともに学

校の象徴的な建物となっていたようである ( 図

2)。

　愛知一中は昭和 13（1938）年 7 月に新出来

町に移転することとなり、そのまま現在の愛知

県立旭丘高等学校に至ることとなった。一方、

その後の西二葉町の当地は、名古屋帝国大学の

設立に大きな役割を果たすこととなったので

ある。名古屋帝国大学は、昭和 14（1939）年 3

月 31 日の勅令第 120 号で官制公布となり、同

4 月 1 日の大学設置となった（名古屋帝国大学

1940）。当初は本部が愛知県庁内に設けられた

ようであるが（東区史編纂委員会 1973）、9 月

には西二葉町に本部が設置され、昭和 15（1940）

年 4 月には当地に理工学部が開設となった。総

合大学としての名古屋帝国大学が開設された訳

であるが、特に本部は仮設としてこれまでの愛

知一中の校舎がそのまま利用された。仮設とさ

れた理由は、名古屋帝国大学は計画当初から現

在の千種区不老町周辺での東山地区でのキャン

パス構想がすでにあったことによるためであっ

た（勝山 1991、木方 2004）。実際、昭和 19（1944）

年 12 月には、本部と理学部は東山地区への転

出がなされ、その後当地には工学部のみが残る

こととなった。大学開校当初は愛知一中時代の

校舎に加えて、敷地北西側から校舎の増設が行

われていった。昭和 17（1942）年になると敷

地全面に校舎が建て増しされた様子を見ること

ができ、当時の戦時下において短い期間に大学

としての整備が急ピッチで進められたことが分

かる（図 3 下左右）。愛知一中以来続いた学校

校舎は、昭和20（1945）年 5月の名古屋大空襲で、

ほぼすべて（一説には 4 分の 3 程度）が焼失し

てしまうこととなった。

　終戦後、名古屋帝国大学工学部は、現在の熱

田区髙蔵周辺に疎開したようである。西二葉町

の当地には、愛知県第一高等女学校校舎が建設

されることとなった。戦後、物資の限られたな

か建てられたのであったが、当初南西区画に木
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和暦年 西暦年 月 事柄 備考
明治初年 成瀬家が西二葉町用地を明治政府に返還

大野広景  所有
明治 8 年 1875 11 愛知県栽培所・薬草園  転入 明治 11 年 植物園と改称
明治 26 年 1893 栽培所を母体として農事試験場を創設
明治 29 年 1896 農事試験場  現在の清須市寺野に転出

日清戦争での陸軍の仮病院 体育会所属
明治 40 年 1907 8 愛知一中校舎  西二葉町に 2 棟  竣工 9 月から授業開始
明治 43 年 1910 1 愛知一中校舎建設 完成
〜大正 10 年 南東区角に陸上トラック・テニスコートなど整備
昭和 13 年 1938 7 愛知一中 新出来校舎に転出
昭和 14 年 1939 9 名古屋帝国大学本部  転入 本部設立は 14 年 4 月  愛知県庁内
昭和 15 年 1940 4 名古屋帝国大学理工学部  開設
昭和 19 年 1944 12 名古屋帝国大学工学部のみ残る 本部と理学部は東山校地へ転出
昭和 20 年 1945 5 名古屋大空襲により焼失

北東区画内に住宅地建設
昭和 22 年 1947 6 愛知県第一高等女学校   西二葉町に 2 棟【木造】竣工
昭和 23 年 1948 3 第三棟校舎【木造】竣工
昭和 23 年 1948 4 愛知県立第一女子高等学校  発足
昭和 23 年 1948 6 愛知県立第一女子高等学校   和楽会館  竣工
昭和 23 年 1948 10 明倫高等学校との合併により愛知県立明和高等学校  発足
昭和 24 年 1949 4 全日制普通科・商業科・家庭科、定時制 普通科
昭和 25 年 1950 4 全日制音楽科新設
昭和 28 年 1953 5 本館【鉄筋コンクリート 3 階建て】竣工
昭和 33 年 1958 12 〜 木造校舎第一・二・三棟について、西側渡り廊下 端までの一部分取り壊わし 名古屋市都市計画の学校用地外西側道路の拡幅による
昭和 34・36・37 年 鉄筋コンクリート新校舎の竣工
昭和 38 年 1963 2 講堂兼体育館「明和館」竣工
昭和 38 年 1963 4 新設の愛知県立千種高等学校が木造校舎に間借り同居 昭和 39 年 1 月 20 日まで　その後に木造校舎の解体
昭和 39 年 1964 6 弓道場 竣工
昭和 41 年 1966 クラブハウス（7 月）、バレー・テニスの野外コート完成 一時期住宅地となった北東区角 整備
昭和 43 年 1968 7 プールおよび武道場「明光館」竣工
昭和 46 年 1971 6 新本館校舎  竣工
昭和 59 年 1984 3 西館音楽棟  竣工
昭和 60 年 1985 3 前庭整備工事完成
令和 6 年 2024 4 附属中学校校舎・音楽棟など校舎建て替え工事開始
令和 7 年 2025 4 附属中学校開校

表 1　明治時代以降の西二葉町遺跡（明和高等学校敷地内）土地利用変遷表

講武場正門付近

学校敷地全景（北西より）

図 2　愛知県立第一中学校　西二葉町校舎落成時の状況（愛知県立第一中学校学友会1910 より）

西二葉町遺跡における明治期以降土地利用変遷史●
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図 3　学校関係の建物配置図（戦前）
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図 4　学校関係の建物配置図（戦後）
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造校舎が 2 棟、最終的には 3 棟建てられた。木

造校舎の建設に合わせて講堂に当たる建物も建

てられた。当時の GHQ の許可のもと現在の豊田

市猿投地区から教会の建物が移築され、和楽会

館と名付けられた（森川・山本 1988）。この和

楽会館は、ほどなくできた明和高等学校になっ

てからも使用され続けたとされており、昭和

24（1949）年に生徒らによる考古学展覧会が実

施された際には、当時、名古屋城跡二の丸地内

に開校した名古屋大学文学部に着任される澄田

正一を招いた講演会が実施されたという。第一

高等女学校校舎は、学校敷地西側の道路拡張工

事により、校舎西端のみが解体されることとな

った。昭和 38（1963）年に愛知県立千種高等

学校が誕生した際は、校舎完成まで明和高等学

校内に間借りすることとなったが、その際にこ

の木造校舎が割り当てられたという。千種高等

学校が現在の一社に移ったあと、木造校舎は取

り壊されたという。

　なお、愛知県第一高等女学校校舎建設の頃、

北東区画には住宅地が新たに設けられた。明和

高等学校創設時もこの北東区画の住宅用地は存

続していた。このような住宅建設は、終戦直後

民生安定の根本要素の一つである住宅対策とし

て行われたようである。当時政府は罹災都市に

おける住宅対策を今日の公営住宅の前身とも言

うべき罹災都市応急簡易住宅要綱を決定し、国

庫補助による簡易住宅建設が行われたようであ

る。終戦直後における公営住宅用地は市有地は

もとより、国有地、民有地、公園緑地、学校敷

地等の借地が主であったとも言われている（名

古屋市計画局 1961）。なお、役目を終えた仮設

住宅は順次取り壊され、学校用地に戻っていっ

た。昭和 41（1966）年頃には、当地全体が学

校用地に戻り、クラブハウスやテニスコートな

どに整備されたようであった。

　さて、愛知県第一高等女学校は、県立第一女

子高等学校と改名後、すぐに明倫高等学校との

併合で昭和 23（1948）年 10 月に愛知県立明和

高等学校が誕生した。藩校明倫館からの伝統を

受け継ぎ、戦前の明倫中学校の流れを汲む伝統

校である。普通科のみならず、音楽科や夜間の

課程が増設されるなど、学校機能として充実も

図られたところであった。明和高等学校となっ

てもこの建物をそのままに、周囲に校舎を建て

増しする形で、整備が行われることとなった

のは、先に触れた通りである。昭和 28（1953）

年に、これまでの木造校舎の南側に鉄筋コンク

リートの本館が建設されて以来、新校舎建設と

旧校舎の取り壊しが続くなか、明和館【体育館】

（1963）、明光館【武道場など】（1968）、西館音

楽棟（1984）が完成した。前庭部の整理により、

昭和 60（1985）年頃には、今回の建替工事前

の形状になったことが分かる。そして、令和 7

（2025）年 4 月からの附属中学校開校とととも

に、校舎建替工事が令和 6（2024）年から開始

され、また新たな段階へと発展している様子を

見ることができる。

 4. 発掘調査成果から

　愛知県埋蔵文化財センターでは、校舎建替え

工事に伴い、西二葉町遺跡での発掘本調査を実

施している。ここでは、令和 6（2024）年度の

埋蔵文化財発掘調査で得られた成果を紹介し

たい。調査は、大きく 24A 区、24B 区、24C 区、

24D 区の 4 区に分けられるが、その調査区位置

について、図 3・4 で見たこれまでの学校校舎

配置図と重ねた図面を提示する（図 5）。図 5

の丸数字で示した地点は、明治期以降の学校校

舎に関わる遺構が確認された地点であり、その

確認状況を示す写真を図 6 に掲載しておく。発

掘調査の成果は、大きく 3 点にまとめることが

できる。

　成果の 1 点目は、遺構として、各学校校舎の

建物跡が見つかったことである。24C 区と 24D

区では、愛知一中時代の学校校舎基礎跡を確認

することができた。深さ 50cm の掘り方の中に

扁平な河原石（グリ石）を敷き詰めた上にコン

クリートを入れ、さらにレンガ積みを行った基

礎である。特に良好な状態で見つかった 24D 区

では校舎北側の基礎が検出された（図 6 の①）。

レンガ積みは調査時では下から 3 段分が確認さ

れ、その北側にはコンクリートを流し込んで造

られた側溝も見つかった。側溝のある北側が建

物外側、南側が建物内側に当たると考えられ

る。この基礎に使用されたレンガには年代を示

す刻印などは見当たらないものの、詳細は不明
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ながら漢数字の刻まれたのが散見された。当時

の校舎の写真を見ると（図 2）、コンクリート

部分が地表に当たり、レンガ積み部分はさらに

上の地表で目視できる位置にあたることが分か

る。当時の建物は、このレンガ基礎の上に木造

の建屋が築かれたものと考えられる。

　24Ae 区では、第一高等女学校校舎基礎跡を

確認することができた。これは現在の敷地の西

側に伸びる形で検出されたもので、名古屋市の

道路拡張に伴う校舎一部取り壊しの事実に符合

する（図 6 の③）。扁平な河原石（グリ石）を

敷き詰めた上にコンクリートを入れた基礎では

あるが、レンガ積みの構造にはなっておらず、

断面が凸形状を呈するものである。基礎の法量

もそれほど大きくなく、深さ 40cm 程度と思わ

れる。

　24B 区では、名古屋帝国大学時代の学生食堂

舎の基礎が確認された（図 6 の②）。この学生

食堂の基礎は、所々に後世の配管敷設で欠失し

ているところがあるものの、長さ 20m・幅 10m

にわたりほぼ全体を確認することができた。こ

の建物基礎自体には焼土層の堆積は認められ

ず、かつ周囲には戦後の廃棄土坑が見つかって

いることから勘案して、この建物自体は空襲を

免れた可能性が高い。これとは別に、24B 区で

は、明和高等学校創設時の最も古いコンクリー

ト建物となった旧本館の基礎跡を確認すること

ができた（図 6 の④）。大きな攪乱状の凹みと

して検出されたものであるが、この掘り方底面

には敷き詰められた扁平な河原石（グリ石）の

上に、コンクリートの土間が薄く張られた様子

を見ることができた。この基礎の掘り方は、熱

田層の表面レベルから 1m 以上は深く掘削され

ており、これまでの基礎と比べて大がかりなも

のとなった様子を見ることができた。

　成果の 2 点目は、これら学校校舎基礎が層位

的な関係をもって確認することができた点であ

る。特に、愛知一中時代の学校校舎基礎跡が空

襲による焼土層下から良好な状態で確認された

24D 区ではこの建物基礎を覆う形で、太平洋戦

争の空襲で焼けた際の焼土塊が見つかった。焼

土塊のなかには高熱で変色・変形したガラス

片・瓦片が多く含まれており、空襲の激しさを

物語るものとなっていた。

　成果の 3 点目は、学校活動に関連する遺物が

出土した点である。学生ボタン、製図インク容

器や、陶器片などがある。陶器片の中には、学

校名の印字されたものがごくわずかにあるが、

それには湯呑碗が多い（図 5 右下）。これらの

容器がどのような場面で使用されたものかは不

明であるが、出土点数が稀少であることから、

実は学校外での使用が主であったと仮定する

と、何かの記念品のような品物であった可能性

も考えられる。

　図５右下の湯呑碗は、いずれも磁器製であ

る。１は、胴部が張る一方、口縁部が外反する

器形を呈するもので、「愛知一中」の銘が認め

られる。コバルト色の毛筆体による染付が施

されている。２は杯状の器形を呈するもので、

「学」の異字体が表示されている。どの学校運

営時に由来するものかは不明であるが、コバル

ト色の毛筆体による染付が施されているもので

あることから、愛知一中時代のものである可能

性が高い。３は口縁部が若干外反する器形で、

ウグイス色を呈する顔料により、口縁部に並行

する二重線と「和楽会」の銘が記されている。

和楽会は愛知県第一高等女学校の同窓会名であ

り、一説には明和高等学校設立時の「和」の字

の由来になったとも言われている。この陶器は

統制陶器と言われる一群のもので、底面に記さ

れた記号のようなものが登録された窯元を示し

ていたものと考えられる。戦中および戦後すぐ

の陶器生産の様子を窺うことができるものであ

る。４も口縁部が若干外反する器形で、コバル

ト色の銅板転写による絵付けで、明和高等学校

の校章と、その反対面には丸のなかに百合文様

が描かれている。この百合文様が何を表してい

るかは不明であるが、明和高等学校の校章と同

等の意味・内容を有するものであった可能性が

考えられる。なお、底面には瀬戸市所在の製造

窯元名が記されている。

 5. まとめ

　以上、西二葉町遺跡について、明治期以降の

土地利用について、図面などの記録類と、発掘

調査成果から整理をしてみた。

　これまでもよく言われているように、当地は

西二葉町遺跡における明治期以降土地利用変遷史●



●研究紀要  第 26 号  2025.5

32

門衛 表門

集会室

校
長
室

図
書
室

閲
覧
室

階
段

生
徒
和
室

便
所

物置

博物室

教室教室 教室 教室 教室 教室

理科
教室教室 物

置

図画
教室教室教室 教室 教室 教室 教室

講

堂

教室 教室教室 教室 教室 音楽教室教室

教室 教室 教室 教室

講
武
場

銃器室

便
所

通用門

通用門

通用門

大
弓
場

応
接
室

小便室

舎
監
室

湯
呑
場

舎生室舎生室

便所

玄関

物
置

便

所

物置 便所

洗
面
場

脱
衣
場
浴室

賄
方
病室 食　堂

跳
縄

梁
木

鉄
棒

鉄
棒

棚横
木

跳
下
台跳

越
台

跳
越
台

本館２階

敷地坪数　11,368坪125 
建坪　　　  2,227坪63
　　　　【 ２階：160坪、　平屋：2,067坪63 】

修文寮

北寮

中寮

南寮

準備室器械室 準備室
器械室

本館２階

便
所事

務
室

教員室

校医室

小便室

小便室 応接室
宿直室

食
堂

湯呑場

舎生室舎生室

舎生室舎生室

0 100m(1/2,500)

N

24D区

24C区

24B区

24Aa区

24Ab区
24Ac区

24Ad区

24Ae区

玄関

正門西二葉町通

倉庫学生食堂便所
自動車庫

自転車置場

強
電
流
実
験
室

便
所
物置

小便室小便室
及 物置

本　　　部

温室

講義室 理工学部事務室

力学 及 応用物理学教室

電気教官室

電気工学教室 及 実験室

製
図
室

化学 及 機械工学教室
応用化学教室

金属工学教室
航空学教室

便
所
便
所

講
義
室

機械実習工場

航空 及 金属実験室

物理化学実験室

銃器庫 運動
器
具
倉
庫

貯水池

熱汽鑵（熱機関）熱汽鑵（熱機関）
実験室

一般分析実験室

危険薬品庫
通風室 通風室

実験薬品庫実験薬品庫

便所

有機化学実験室

工業化学実験室

西
二
葉
町
通

建物総建坪数　　2,875坪576
建物総延坪数　　3,025坪576

0 100m(1/2,500)

N

24D区

24C区

24B区

24Aa区

24Ab区
24Ac区

24Ad区

24Ae区

和楽会館

24D区

24C区

24B区

24Aa区

24Ab区
24Ac区

24Ad区

24Ae区

明治 43（1910）年【愛知県立第一中学校】 昭和 15（1940）年【名古屋帝国大学】

昭和 33（1958）年【愛知県立明和高等学校】

図 5　学校校舎と令和 6年度発掘調査位置図

および出土遺物（右下図）
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③県立第一高等女学校校舎基礎【24Ae 区】（東より）

学生制服ボタン【24B 区】

「愛知一中」銘 湯呑碗

【試掘・24C 区付近】

「和楽会」銘 湯呑碗【24B 区】

①愛知県第一中学校校舎基礎【24D 区】（北西より）

②名古屋帝国大学学生食堂基礎【24B 区】（北西より）

図 6　発掘調査で確認された学校関係の遺構・遺物（囲み数字は図 4と一致）

④県立明和高等学校旧本館基礎【24B 区】（東より）

西二葉町遺跡における明治期以降土地利用変遷史●
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愛知県の中等・高等教育史を考える上で、とて

も重要な場所であることが、あらためて理解で

きた。本稿をまとめることで、当時の社会で期

待されていた教育機関としての重要性を、校舎

などの建物構造や配置の変遷から辿ることがで

きそうだという、予見を得ることができた。今

後、さらに発掘調査が行われるにつれて、教育・

研究機関としてどのように体制が整えられてい

ったのかということが、より詳細に窺い知るこ

とができるようになると期待されるのである。
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後期清須城下町の復元的検討

（2025 年覚書） 鈴木 正貴

　愛知県清須市に所在する清須城は大きく前期と後期に大別され、その構造が検討されてきた。本稿

ではこのうちの後期清須城下町の構造を復元するために、これまでに約 11 万平方メートルの発掘調査

成果を検討し直し、各調査地点での区画（屋敷）の性格を考察した。この結果、以前筆者が提示した

区画分類案（鈴木 1995）では収まりきらない多様な屋敷が存在し、さらなる総括的な検討が必要であ

ることが明らかになった。

 1. はじめに

　筆者は後期清須城下町の構造を具体的に解明

するため、これまでに近世地誌や絵図類を検討

し、伝承される町名や施設名などの検討を進め

てきた（鈴木 2023 ほか）。

　一方、発掘調査で検出された遺構について

は、かなり以前に城下町期を 3 期 6 小期に区分

して各地点での遺構の性格を推定してきた（鈴

木 1995）。具体的には、区画施設を幅と深さの

規模から 8 類（堀、溝Ⅰ類〜溝Ⅵ類、区画施設

Ｘ類）に、区画を規模と平面プランから 6 類に

区分し、区画施設と区画の対応関係を整理した

上で、下記のように区画の性格を推定した。

区画Ⅰ類＝区画幅が 10 〜 15m の長方形区画＝

下級クラスの居住域＝町屋

区画Ⅱ類＝一辺が 30m 前後の方形区画＝下級ク

ラスの居住域 ( ＝町屋 )

区画Ⅲ類＝一辺が 45m 前後の方形区画＝上級ク

ラスの居住域＝武家屋敷・寺院・神社

区画Ⅳ類＝区画施設が非直線的な不定形区画

区画Ⅴ類＝一辺が 100m 以上の方形区画＝最上

級クラスの居住域＝居館

区画Ｘ類＝区画認定が困難であるもの

　なお、筆者はこの分類方法をもとに屋敷で構

成される中世集落の類型化を考察したことがあ

り、その際には以下のように屋敷を大別した（鈴

木 2017 他）。

屋敷 1 類＝一辺が 100m 以上の方形区画

屋敷 2 類＝一辺が 100m 以下の方形区画

屋敷 3 類＝奥行きが間口の 2 倍以上の長方形区

画

屋敷 4 類＝区画施設が不明瞭なもの

　さて、清須城下町の遺構変遷を整理したこの

論考を提出した平成 7 年以降も、清洲城下町遺

跡では発掘調査が行われ、多くの調査担当者に

上畠神明社

萩原迄道

御園神明社

那古野街道

宮迄道

山
王
社

小
牧
街
道

五
条
川

区画A

本
丸

樹木屋敷

櫓？

津島迄道

字御園地点

字神明前地点

田中町地区北部

田中町地区南部

字小塚地点

新清洲駅前地点
字京町地点

南部地区南部

南部地区北部

図 1　後期清須城下町復元図における今回の検討地点



●研究紀要  第 26 号  2025.5

36

よって城下町構造に関する検討がなされてき

た。その際に先の推定には様々な問題点や実態

にそぐわない部分が明らかになっており、分析

方法の見直しが急務な課題となっている。

　そこで、本稿では平成 7 年以降に発掘調査が

行われた地点について、特に城下町期後期（城

下町期Ⅲ期）の遺構に焦点を当ててその性格を

検討してみたい。具体的に検討する区域は、字

御園地点、字神明前地点、田中町地区北部、田

中町地区南部、字小塚地点、字京町地点、新清

洲駅前地点、南部地区北部、南部地区南部の 9

地点である（図 1）。

　検討の方法は、各報告書の記載を中心に遺構

変遷を再検討した上で (1)、愛知県公文書館所

蔵の『地籍字分全図』（以下地籍図と略す）と

対照し (2）、発見された遺構の展開状況を類推

し遺構の性格を推定する、というものである。

なお、検出された遺構と地籍図の対比について

は以前も検討したことがある（遠藤ほか 1992）

が、改めてその有用性を確認していきたい。

 2. 字御園地点

　現在の御園神明社の北側区域では平成時代後

半に新給食センター建設及び清洲中学校代替体

育施設に伴う発掘調査と一場御園地区住宅造成

に伴う発掘調査が清須市教育委員会により実施

され、多くの調査成果が得られている（図 2）。

　新給食センター建設及び清洲中学校代替体育

施設整備に伴う発掘調査では、城下町期後期の
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図 2　字御園地点主要遺構図（縮尺 1:2000）
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町屋が検出されている。最大 0.9m の層厚を持

つ堆積土（整地土か）を挟んで上下 2 面の遺構

と遺物が確認され、辻広志は第 1 遺構面を城下

町期Ⅲ―2 期、第 2 遺構面を城下町期Ⅲ―1 期

と推定し遺構変遷を考察した（辻 2013）。

　城下町期Ⅲ―1 期（第 2 遺構面）の主要な

遺構には、市Ⅵ A 区 008SD、市Ⅵ C 区 028SD、

市 Ⅵ C 区 047SD、 市 Ⅵ C 区 116SD、 市 Ⅵ C 区

117SD、市Ⅵ C 区 164SD の区画溝群があり、こ

れらはすべておよそＳ 70° E の方位で共通す

る。辻は溝群との間隔を整理して、北側から

60 尺宅地＋ 10 尺道路＋ 60 尺宅地＋ 10 尺道路

＋ 60 尺宅地＋ 10 尺道路＋ 60 尺宅地＋ 18 尺道

路＋ 60 尺宅地＋ 12 尺道路＋ 20 尺溝＋ 60 尺宅

地の区画割が実施され、田舎間（1 間＝ 6 尺＝

1.818m）を用い宅地の内法で計画されたと推定

した。都市計画がそこまで厳密な尺度で設計さ

れたか否かは議論の余地があると思われるが、

東西方向の道路に面する奥行き 60 尺の区画割

があることを指摘した意義は大きい。

　一方、城下町期Ⅲ―2 期（第 1 遺構面）の主

要な遺構には、市Ⅵ C 区 002SD、市Ⅵ C 区 048

ＳＸ、市Ⅵ C 区 072SD の区画溝群があり、同時

期の建物遺構も含めてすべておよそＳ 73° E

の方位を持つ点で共通する。辻は溝と現況道路

との間隔を整理して、120 尺単位の区画割の存

在を考え、北部では市Ⅵ C 区 002SD の検出状況

が 20 尺幅の宅地 2 軒分を示していることを指

摘した。これらの地割が「地籍図」の地割と合

致していることから南北方向の道路に面する区

画割が展開し、そのうちの北部と南部に西側に

間口を持つ短冊型地割の町屋があることを推定

した。

　これらの辻の分析は、堆積層を挟んで城下町

期Ⅲ―1 期と城下町期Ⅲ―2 期で地割が大きく

変更されたことを指摘している点が重要であ

る。

　一方、その後に実施された一場御園地区住宅

造成に伴う発掘調査では、13 世紀後半から 19

世紀までの長期にわたる遺構と遺物が確認さ

れ、筧和也と國分篤志は遺構を城下町期以前、

城下町期Ⅰ期〜Ⅱ期、城下町期Ⅲ期、宿場町期

の 4 期に大別して遺構変遷を考察した（筧ほか

2015）。

　まず、城下町期Ⅰ期〜Ⅱ期の主要な遺構に

は、市Ⅷ 257SD、市Ⅷ 268SD、市Ⅷ 271SD、市

Ⅷ 519SD、市Ⅷ 547SD、市Ⅷ 565SD の区画溝群

があり、これらはすべておよそＮ 21°〜 23°

E の方位で共通している。筧らはこの溝群の一

部が「地籍図」の街区外郭の道路に相当してい

ることに注目し、集落や屋敷地の外周溝または

区画溝である可能性を指摘した。これについて

筆者は、筧らが城下町期Ⅲ期の遺構と評価した

市Ⅷ 331SD も出土遺物の大多数は 16 世紀中頃

までに収まることから城下町期Ⅰ期〜Ⅱ期の遺

構と捉え直した方がよいと考えている。そう

すると、市Ⅷ 331SD（幅 5.05m）と市Ⅷ 547SD

（幅 3.52m 以上）が南北方向の、市Ⅷ 268SD（幅

2.34m）と市Ⅷ 519SD（幅 1.60m 以上）と市Ⅷ

565SD（幅 1.93m 以上）が東西方向の比較的に

規模が大きい区画溝と認識することができ、約

45m の方格地割を形成していることとなる。こ

の結果、当地は方形屋敷群が展開する区域と評

価できる ( 図 3)。

　さて、問題となるのは城下町期Ⅲ期の様相

である。この時期の主要な遺構には、市Ⅷ

034SD、市Ⅷ 041SD、市Ⅷ 024SD、市Ⅷ 150SD、

市 Ⅷ 168SD、 市 Ⅷ 196SD、 市 Ⅷ 213SD、 市 Ⅷ

214SD、市Ⅷ 275SD、市Ⅷ 434SD、市Ⅷ 142SE、

市 Ⅷ 174SE、 市 Ⅷ 313SE、 市 Ⅷ 318SE、 市 Ⅷ

526SE などがある。筧らはこれらの遺構が城下

町期Ⅲ―1 期（辻の検討による第 2 遺構面）に

該当すると考え、このうち溝はおよそＮ 21°

〜 23° E の方位で共通することから以下の町

割りを想定した。すなわち、市Ⅷ 275SD を南

限および市Ⅷ 547SD を西限とする東西に長い

長方形街区内に市Ⅷ 368SD と市Ⅷ 386SD と市Ⅷ

434SD などで区切られる南北に細長い町屋が、

さらにその南側の街区外郭線の道路側溝の蓋

然性が高い市Ⅷ 150SD と市Ⅷ 168SD を南限とす

る東西に長い長方形街区内に市Ⅷ 213SD と市Ⅷ

214SD などで区切られる南北に細長い町屋が想

定される。市Ⅷ 168SD 以南では城下町期Ⅲ期の

町割りに関する溝などは検出されておらず、町

屋ではなく御園神明社の社領との関連が指摘さ

れている。

　この見解に関して筆者は、市Ⅷ 275SD を北限、

市Ⅷ 547SD を西限、市Ⅷ 150SD を南限とする東
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西に長い長方形街区内については、市Ⅷ 196SD

などの東西方向の溝と市Ⅷ 034SD などの南北方

向の溝の両者が混在しており、城下町期Ⅲ期の

中で遺構（区画割）が変更されているのではな

いかと考えている。

　そこで報告書に図 5 として掲載された 2 区

西壁土層断面図を検討すると、市Ⅷ 213SD の

上位に市Ⅷ 196SD が構築されたことが示され

ており、市Ⅷ 034SD と市Ⅷ 213SD と市Ⅷ 214SD

などの南北方向の溝群を城下町期Ⅲ―1 期、市

Ⅷ 196SD と市Ⅷ 115SD などの東西方向の溝を城

下町期Ⅲ―2 期と区分することが想定可能であ

る。この案では、筧らが想定した市Ⅷ 275SD を

北限、市Ⅷ 150SD を南限とする長方形街区内に

市Ⅷ 213SD と市Ⅷ 214SD などで区切られる南北

に細長い町屋は城下町期Ⅲ―1 期の遺構群と理

解され、その後の城下町期Ⅲ―2 期では南北に

長い長方形街区内に東西方向の溝である市Ⅷ

115SD、市Ⅷ 150SD、市Ⅷ 168SD、市Ⅷ 196SD な

どで区切られる東西に細長い町屋が並んでいた

と想定される。城下町期Ⅲ―2 期の町割りをこ

のように想定すれば、市Ⅷ 142SE、市Ⅷ 174SE

および市Ⅷ 526SE の 3 基の井戸も南北に一列に

配置されていることに気づき、各町屋敷の裏手

に井戸が設置されたことが想定できよう。

　この他に、20 世紀に五条川河川改修に伴う

発掘調査が県埋蔵文化財センターにより実施さ

れ 2 段階の遺構が確認されている。筆者は県Ⅳ

SD1003 と県Ⅳ SD1006 があるⅢ―1 期以前（＝

ここでいうⅢ―1 期に相当）と県Ⅳ SD1004 と

県Ⅳ SD1005 があるⅢ―1 期以降（＝ここでい

うⅢ―2 期に相当）に区分した。そして県Ⅳ 63

Ｒ区で北から順に県Ⅳ SD1004 と SD1005 で構成

される道路、建物、井戸、土坑の遺構配置が確

認できると評価した（鈴木 1994）。これらの遺

構群は北に間口を持ち南北に細長い町屋が 2 軒

分検出されたものとみることができる。

　以上の検討の結果、字御園地点について、城

下町期Ⅲ―1 期は、前代（城下町期Ⅰ期〜Ⅱ

期）の大型区画溝である市Ⅷ 547SD を西限とし

また市Ⅷ 268SD を南限とする区域に、市Ⅵ C 区

028SD などの東西方向の溝群を境界とする 10

区画の街区（街区 1 〜 10）が設定され、特に

街区 8 については市Ⅷ 368SD と市Ⅷ 386SD と市

Ⅷ 434SD などによって南北に細長い町屋が屋敷

割りされている状態が復元される ( 図 3)。こ

れは地籍図にみられる屋敷割りの形がさらに南

と東に広がっている状況と評価することもでき

る。ただし、検出された遺構から想定される長

方形街区と地籍図における長方形街区と比較す

ると、方位は共通しているが奥行きの規模が異

なっており、結果的に位置がずれている。

　次の城下町期Ⅲ―2 期は、城下町期Ⅲ―1 期

の地割を踏襲しつつも御園神明社から北北東に

伸びる道路が追加され、その北部東側と南部西

側で地割が明確に異なっている。御園神明社か
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図 3　字御園地点町割変遷模式図（縮尺 1:4000）
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らの道路北部東側では市Ⅵ C 区 002SD が検出さ

れ、西に間口を有する短冊型地割の町屋（街区

17）があることが推定できる。一方、同じ道路

の南部西側では市Ⅷ 196SD などの東西方向の溝

があり、東に間口を有する短冊型地割の町屋（街

区 16）があることが推定できる。なお、東西

方向に間口を有する短冊型地割は地籍図でも一

部で認められている。さて、街区 15 などの間

口の方向を大きく変更されなかった区域につい

ては、街区の規模、特に奥行きの規模を想定で

きる遺構が検出されておらず不明な点が多い。

しかし、城下町期Ⅲ―1 期とは規模や位置が異

なっている地籍図に記録される地割が城下町期

最末期＝城下町期Ⅲ―2 期の地割を反映してい

ると推定すれば、間口の方向に変更がなかった

区域についても地割の変更が行われた可能性は

高いといえる。したがって、ここでは地籍図の

地割の規模を参考にして街区の復元を試みてお

く。そうすると、県Ⅳ 63 Ｒ区で検出された 2

軒分の南北に細長い町屋は街区 21 の延長線上

に属する町屋と評価しなおすことができる。

　問題はこの城下町期Ⅲ―1 期から城下町期Ⅲ

―2 期にかけて大規模な地割が変更された理由

である。それぞれの時期については、辻は清

須城下に大量の宅地配給を必要とした歴史的

な状況を踏まえて、城下町期Ⅲ―1 期は豊臣秀

次が城主だった段階（1590 〜 1595）、城下町期

Ⅲ―2 期は松平忠吉が城主だった段階（1600 〜

1607）であると考察した（辻 2013）。この町の

拡大の契機については筆者は肯定も否定もでき

ないが、当地点の地割を変更した理由は全く説

明されていないものと考える。そこで、地割の

変更が北北東に伸びる道路を基準に実施されて

いることから、その南端にある御園神明社と北

端に所在する字「福島」に注目したい。西尾市

岩瀬文庫所蔵『清洲図』など近世の地誌や絵図

類を用いて検討を進めると、問題の地割軸線と

なる道路の北端部は「福島杁」に相当している

可能性が高い。例えば、『清洲図』では「福島杁」

の西には「●三昧」記述が確認できるが、この

「三昧」は地籍図にみえる「火葬地」「埋葬地」

に相当しているのである。

　このことから想像を逞しくすれば、この道路

北端付近に蛇行する旧五条川から取水する水路

の樋門である「杁」が福島正則により新造され

たことが想定でき、これに伴い「杁」から御園

神明社に向かう道が増設されたと理解すること

が可能である。おそらく、福島は城主だった文

禄 4（1596）年から慶長 5（1600）年までの間

に御園神明社の北側の再開発を実施したのでは

ないかと想定され、近世絵図などで御園神明社

の北側に「福島杁」の他に「福島宅」や「大福

島」などの地名が残されていることはその傍証

となるであろう。

 3. 字神明前地点

　現在の御園神明社の南側では、昭和 59 年度

から名古屋環状 2 号線建設に伴う発掘調査が実

施され、城下町期Ⅲ期の遺構としては内堀と中

堀および伝樹木屋敷を囲う南北方向の堀などが

検出され（小澤 1992）、城下町期Ⅲ期に城下町

期Ⅱ期までの町屋や小規模武家屋敷を廃止し

て城郭中枢部に造り替えたと評価した（鈴木

1995）。

　その後、伝樹木屋敷の北側の字神明前地点

では、まず平成 23 年に、内堀の北西側で宅地

造成に伴う発掘調査が実施され、幅 7.6m 深さ

0.92m の城下町期前期の堀市Ⅲ SD18 と城下町

期後期の水堀の一部市Ⅲ SD20 が検出された（筧

2012）。市Ⅲ SD20 は南北方向の内堀の北西端に

相当すると思われる。また平成 25 年に、病院

と道路建設に伴う発掘調査が実施され、城下町

期前期の旧流路市Ⅶ 001 ＮＲと城下町期後期の

中堀の屈曲部市Ⅶ D-002 ＳＸが検出された（大

塚 2013b）。城下町期後期の小規模な遺構は多

数発見されているが、地点の性格を特定するに

は至っていない。また、平成 31 年にも小規模

な発掘調査が実施された（坂野ほか 2019）。

　字神明前地点の周辺での城下町期Ⅲ期の遺構

群は城郭中枢部の北曲輪とその馬出し（鈴木

2012）を囲繞する堀とそれに伴う造成の痕跡や

若干の遺構が検出されるのみで、中規模以下の

武家屋敷や町屋が展開したとは考えられない

（図 4）。
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 4. 田中町地区北部

　田中町地区北部では大和製本地点（梅本

1987）、ふれあい広場地点（髙橋 1989）、県道

清洲新川線地点（蟹江 1996）、五条川河川改修

地点の発掘調査が実施され、筆者は城下町期Ⅰ

期の二重堀で囲まれた区画 A（＝守護館）を想

定した（鈴木 1995）。城下町期Ⅲ期については

守護館の外堀のみが廃止されており、この内堀

内を馬出しに転用されたと評価する考え方もあ

る（千田 1989）。筆者は馬出しに限定しない空

間利用も考慮したいが、それ以外の城下町期Ⅲ

期の状況は不明とした（鈴木 1995）。

　その後、平成 23 年度に清洲城広場の発掘調

査が清須市教育委員会により行われ、城下町期

前期の守護館北東隅部の外堀市Ⅳ 080SD が検出

され、重要な成果が得られた。この調査は城下

町期後期以降の第 1 面、守護館外堀の時期を第

2 面、古代中世の時期を第 3 面として実施され、

第 2 面の遺構は外堀の上面を基準に 2 層に分け

て検討されている。（西野 2012）。報告では城

下町期Ⅲ期の遺構について特に言及は見られ

ないが、東西溝として市Ⅳ 049SD、市Ⅳ 050SD、

市Ⅳ 076SD、市Ⅳ 163SD が、南北溝として市Ⅳ

017SD、市Ⅳ 051SD、市Ⅳ 053SD、市Ⅳ 116SD、

市Ⅳ 132SD がある。市Ⅳ 049SD と市Ⅳ 050SD が

幅 2m 強の道路を形成しているとみられ、幅 1m

以上のやや大きな溝である市Ⅳ 163SD と市Ⅳ

132SD とともに街区をなすと想定すると、その

内部を南北溝市Ⅳ 017SD などで区切られた南北

方向に長い町屋が並ぶ短冊型地割が復元でき

る。この想定の場合、市Ⅳ 080SD は城下町期Ⅲ

期に埋没した後に町屋が形成されたことにな

る。

　この部分を地籍図でみると、旧守護館の北東

側でやや広い方形区画が並ぶ形で地割が表現さ

れているが、旧守護館の南側では南北方向に長

い町屋が並ぶ短冊型地割が、東側では東西方向

に長い町屋が並ぶ短冊型地割が確認されてい

る。北東側も遺構が示すように南北方向に長い

町屋が並ぶ短冊型地割が展開していたのである

ならば、地籍図の地割としてみえる旧守護館の

南側と東側にも短冊型地割の町屋が実在した蓋

然性は高まったといえる（図 5）。

 5. 田中町地区南部

　田中町地区南部では平成初頭までに県道新川

清洲線地点（鈴木 1990）と県道清洲新川線地

点（鈴木 1994a）の発掘調査が実施されており、

城下町期Ⅲ期については城下町期Ⅰ期の方形武

家屋敷群（区画 0001 〜区画 0007）が小規模な

溝により概ね 4 等分に細分化され、小規模な武

家屋敷に変化したと評価した（鈴木 1995）。

　平成 14 年には公共施設開発に伴う発掘調査

が実施され、区画 0007 の遺構の一部が検出さ

れた（柴垣 2003）。これは堀県Ⅰ 136SD の内側

を並行して設置された区画溝である可能性が高
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図 4　字神明前地点調査区配置図（坂野 2019 から引用） 図 5　田中町地区北部の地籍図と市Ⅳ区の主要遺構図

（縮尺 1:2500）
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い。平成 24 年には店舗開発に伴う発掘調査が

実施され、区画 0004 の詳細が明らかになった

（大塚 2013a）。城下町期Ⅲ期以降の遺構として

は区画 0004 を細分する小溝が 4 条検出された

が、このうち市Ⅴ 022SD は宿場町期に属する遺

構であり、区画 0004 を細分した時期は江戸時

代以降と判明した。この小溝が新しいのではな

いかという柴垣哲夫の指摘を受けて筆者は過去

の調査を再検討した結果、以前の遺構の時期の

判断に誤りがあったと認め、田中町地区南部で

は城下町期Ⅲ期に小区画屋敷群に変更されたと

する見解は撤回し、城下町期Ⅲ期においても区

画 0001 〜区画 0007 は方形の大型区画のままで

あったと修正しておきたい。なお、区画 0004

では城下町期Ⅲ期で北部に 2 間× 2 間の掘立柱

建物跡が存在し少なからず瓦が出土している。

報告では仏具や石塔がないため屋敷を想定して

いる（大塚 2013a）が、筆者は祠堂などが建つ

宗教施設を想定した方がよいのではないかと考

えている（図 6）。

 6. 字小塚地点

　現在の清洲小学校周辺に相当する字小塚地点

では、平成 19 年に清洲小学校プール建設に伴

う発掘調査が実施され、城下町期Ⅱ期と城下町

期Ⅲ期の遺構と遺物が確認された。城下町期Ⅱ

期では幅 3m 以上の東西大溝 2 条と南北大溝 2

条が矩形に配される形で検出され、井戸 2 基が

伴っている。一方、城下町期Ⅲ期では東西方向

の小溝 1 条と井戸 1 基が検出された。桐山秀穂

はこれらの遺構について性格が不明としている

（桐山 2007）。この約 100m 北側では平成 20 年

に体育館建設に伴う発掘調査が実施され、旧五

条川流路が検出され、15 世紀から 18 世紀末ま

での遺物が多く出土した（町田 2009）。さらに

この約 100m 西側では令和 2 年には児童館建設

に伴い発掘調査が実施されたが、調査区が狭小

で有益な成果は得られていない（大杉 2021）。

令和 3 年にはプール地点の東で発掘調査が行わ

れ、城下町期Ⅰ〜Ⅱ期と城下町期Ⅲ期の遺構と

遺物が確認された。城下町期Ⅰ〜Ⅱ期では幅

図 6　田中町地区南部市Ⅴ区の城下町期Ⅲ期の主要遺構図（大塚 2013a から引用）
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6m 以上の東西大溝市ⅩⅢ 084SD と並行する東

西溝 2 条、南北溝市ⅩⅢ 087SD が検出された。

一方、城下町期Ⅲ期では大溝が廃絶され東西

方向の小溝 1 条と井戸 2 基が検出された（大塚

2021）。さらに続けてプール地点の西でも発掘

調査が行われ、城下町期Ⅰ期の溝群と城下町期

Ⅲ期の溝市ⅩⅣ 001SD と炭化物を多量に含む土

坑群などが検出された。

　大杉規之はプール周辺の 3 地点の発掘調査

成果について 3 期に区分し整理した（大杉

2022）。城下町期Ⅰ期では、溝の規模にばらつ

きがあって問題を含むが、大型の方形区画が存

在した可能性を指摘した。城下町期Ⅱ期では東

西大溝市ⅩⅢ 084SD・市Ⅰ 04SD を中心に並行

する東西溝と直交する南北溝が展開すると整理

した。大杉は城下町期Ⅱ期の大溝を防御施設の

ような一時的に開削されたものであった可能性

を指摘したが、筆者は大型の方形区画が再編さ

れた可能性が高いと考えたい。一方、大杉は城

下町期Ⅲ期では小〜中規模の土坑が顕著に増え

地割が複雑化したことを指摘して敷地のやや広

い区画が並び近隣で鍛冶関連の操業もなされて

いたと想定した（図 7）。

　さて、発掘調査地点は、地籍図ではやや広い

方形区画または長方形区画が分布する形で描か

れている ( 図 8)。地籍図中の地割線と城下町

期Ⅲ期の区画溝の配置はほぼ一致しているよう

にみえることから、敷地のやや広い区画が並ぶ

とした大杉の見解は正鵠を射ているかもしれな

い。ただし、区画溝の規模は小規模であり鍛冶

関連遺物も多く出土している状況から、有力家

臣団の居住域と推定することは難しい。中下級

武家屋敷が存在した可能性が高いと思われる。

 7. 新清洲駅前地点

　後期清須城下町の南西部に当たる新清洲駅前

地点では、まず平成 10 年度に県道西市場助七

線の建設に伴う発掘調査が実施され、従来の城

下町期よりも遡る大溝県Ⅸ SD101 が検出され、

守護所移転以前の大型区画の存在が明らかにな

った。城下町期Ⅲ期については旧五条川県Ⅸ

NR01 とこれに並行する大溝県Ⅸ SD031 および

県Ⅸ SD101 埋没後に設置された小溝群などの遺

図 7　字小塚地点南部の城下町期Ⅲ期の主要遺構図（大杉 2022 から引用）
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構が検出された。早野浩二は豊富で多様な出土

遺物から「近世的世界の端緒」と表現しており、

当地点が城下町期Ⅲ期から城下町として機能し

たことを暗喩したが、具体的な性格については

触れていない（早野 2005）。

　その後、土地区画整理事業に伴い平成 30 年

から令和 5 年にかけて 6 次にわたる発掘調査が

実施され、多くの城下町期の遺構と遺物が確認

されており、その成果は 2 冊の報告書にまとめ

られている。大塚正樹は、調査域北半部の調

査成果を報告し、遺構をⅠ期（14 〜 15 世紀）、

Ⅱ期（16 世紀後葉〜 16 世紀末）、Ⅲ期（17 世

紀初頭前後）、Ⅳ期（17 世紀初頭〜 1613 年前

後）、Ⅴ期（1613 年以降）の 5 期に分けて整理

した。ここで問題となるのはⅡ期〜Ⅳ期であ

り、Ⅱ期では幅 4m 弱の溝 1 条（市ⅩⅤ 2A 区

71SD と市ⅩⅤ 5A 区 25SD）などが、Ⅲ期では

幅 4m 弱の溝 2 条（市ⅩⅤ 5C 区 13SD と市ⅩⅤ

5B 区 30SD）と幅 2m 強の溝 1 条（市ⅩⅤ 2A 区

38SD と市ⅩⅤ 5A 区 37SD）などが、Ⅳ期では幅

3m 前後の溝 1 条（市ⅩⅤ 3A 区 07SD と同 08SD

と市ⅩⅤ 3C 区 15SD と市ⅩⅤ 5A 区 10SD）など

がある。大塚は区画規模などについてⅡ期

とⅢ期では言及してないが、Ⅳ期では大規

模な方格地割を想定している（大塚 2022）。

　一方、髙橋宏樹は、調査域南半部の調査

成果を報告し、遺構を城下町期後期と宿場

町期に大別して遺構を検討した。城下町

期後期の遺構は、中区画溝（市ⅩⅦ 3E 区

005SD と市ⅩⅦ 3G 区 051SD）を中心に道路

側溝（市ⅩⅦ 3F 区 159SD と市ⅩⅦ 3F 区

220SD）や小区画溝（市ⅩⅦ3E区004SDなど）、

掘立柱建物跡や井戸があり、髙橋は全体の

区画溝が約 10 〜 15m 間隔に位置し、区画内

に掘立柱建物・井戸などが配置されること

から短冊型地割の町屋が想定されるとした

（髙橋 2024）。

　さて、発掘調査地点は、地籍図ではやや

広い長方形区画や方形区画が複雑に組み合

う形で表現されている。地籍図にみられる

五条川から引き込む水路は城下町期Ⅲ期の

県Ⅸ SD031 に対応することから、瀬替えさ

れた新しい五条川に関連するとはいえこの

地割自体は古くまで遡る可能性が高いだろ

う。そして字小塚地点と同様に地籍図中の地割

線と城下町期Ⅲ期の区画溝の配置はほぼ一致し

ているようにみえる。発掘調査結果を加味する

と、幅が約 12m 前後の長方形区画や幅 3m 前後

の区画溝で囲まれた一辺が 50m 前後の方形区画

などが入り組む区画割がなされた可能性が高

い。遺構の規模などから武家屋敷または寺院と

町屋が混在したと思われる（図 8）。

 8. 字京町地点

　字京町地点では県道助七西市場線建設に伴う

発掘調査が実施され、古代から江戸時代までの

遺構を 10 段階に区分した。城下町期Ⅰ期に一

部が方形武家屋敷であったのが、少なくとも城

下町期Ⅱ期に金属加工に関わる職人が在したと

考えられ、城下町期Ⅲ期には明瞭に南北方向に

長い町屋が並ぶ短冊型地割の町屋が展開した

と評価した（鈴木 2013）。区画溝や井戸の配置

から間口が約 5 〜 6m の南北に細長い短冊型地

割の町屋が想定され、出土遺物から金属加工

に携わる職人が居住した町屋と推定した（鈴

県ⅨSD031

小溝群

県ⅨNR01

水路

08SD

市ⅩⅤ3A区10SD

市ⅩⅤ3C区
07SD
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15SD

市ⅩⅦ3G区
市ⅩⅦ3E区

市ⅩⅦ3F区
159SD051SD

004SD

220SD

005SD

50m

旧五条川

旧五条川

市Ⅰ区

市Ⅺ区

市ⅩⅣ区

五条川

図 8　新清州駅前地点主要遺構図（縮尺 1:4000）
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木 2014）（図 9）。その後、令和 3 年に店舗開発

に伴う発掘調査が実施されたが、調査区が狭小

であるため有益な成果は得られていない（持田

2021）。

　この部分を地籍図でみると、江戸時代の美濃

街道に伴う町屋の地割の東側で、東西方向に長

い長方形街区が並び、その中をやや広い方形区

画などが配置される地割が示されている。発掘

調査で確認された短冊型地割自体は地籍図で見

出せないものの、東西方向に長い街区が確認さ

れることに注意したい。明治時代には地割が残

されていないものの、遺構が示すようにこの区

域が南北方向に長い町屋が並ぶ短冊型地割が展

開していたのであるならば、この区域の他の東

西方向に長い長方形街区にも、同様の短冊型地

割の町屋が存在した蓋然性は高まったといえ

る。

 9. 南部地区北部

　現在の長者橋から名鉄名古屋本線までの五条

川に接する部分では五条川河川改修関連の発掘

調査が主に県埋蔵文化財センターにより行われ

ている。ここではその中で南半側の状況につい

て詳しく検討する。

　まず、昭和 61 年度から平成 3 年度までに

発掘調査された 61C 区、61D 区、63 Ｓ区、89D

区、91B 区については、筆者が遺構変遷を城下

町期Ⅲ―1 期と城下町期Ⅲ―2 期に分けて整理

し（鈴木 1994）、城下町内での評価を考察した

（鈴木 1995）。この考察では城下町期Ⅲ―1 期で

は遺構は存在するが区画施設は確認できず、区

画割を推定できていない。溝状の遺構は県Ⅳ

SD7015 など自然の落ち込みを整地した堆積を

確認できる程度である。一方、城下町期Ⅲ―

2 期では県Ⅳ SD7023 と県Ⅳ SD7025 で囲まれた

大型の区画が確認できる。その中で旧堤防直下

の遺構残存状況が良好な 91B 区南半部では、井

戸や柱穴などの遺構が検出されており、その区

画内に井戸が南北に並ぶ状況が確認された。こ

の状況から県Ⅳ SD7023 を背割り線とする間口

12m 前後で奥行き 30m 以上の短冊型地割と推定

した。

　次いで平成 13 年度と平成 29 年度と平成 30

年度には南側の 01 区と 17A・B 区と 18A 〜 F 区

の発掘調査が行われ、城下町期Ⅱ期から城下町
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図 9　字京町地点主要遺構変遷図（鈴木 2014 を改変）
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後期清須城下町の復元的検討 (2025 年覚書 ) ●

期Ⅲ期の遺構と遺物が確認された。蔭山誠一は

この報告に伴い上述したこの地点の遺構群の変

遷を再整理した（蔭山 2021）。

　蔭山は城下町期Ⅱ―1 期、城下町期Ⅱ―2 期

から城下町期Ⅲ―1 期、城下町期Ⅲ―1 期、城

下町期Ⅲ―2 期の 4 期に大別し、さらに城下町

期Ⅱ―2 期から城下町期Ⅲ―1 期を 3 小期、城

下町期Ⅲ―1 期を 4 小期に細分し、全部で 9 段

階の遺構変遷を分析した。内容が豊富であるた

め詳細を省くが、大小様々な区画が営まれ目ま

ぐるしく遺構が変遷したと推定した。

　この蔭山の分析には大きな問題点が 3 つある

と筆者は考えている。第 1 は区画溝の規模から

区画の性格を想定する方法についてである。筆

者はこれまで溝幅と深さによる区画溝の類型と

区画の規模による類型の組み合わせで屋敷の性

格を推定してきた。蔭山はこの筆者の手法を援

用する形で論を進めているが、実際には区画溝

については深さの要素を捨象しており、そこか

ら導かれる結論には筆者には承服し難いものが

含まれている。例えば 17A・B 区の遺構変遷を

検討する中で「033SD・039SD・042SD は、溝の

北西側を区画しており、深さは浅いが幅は溝Ⅲ

類〜溝Ⅳ類の規模を持つことから、上級クラス

の武家屋敷や寺院・神社などの区画が想定され

る」としているが、県Ⅹ 17 区 033SD などは 1m

以下の深さであり筆者のいう溝Ⅱ類または溝Ⅳ

類に該当しており、これをもって上級クラスの

武家屋敷とは筆者は想定しない。実際の遺構断

面図を見ても、いわゆる堀をもつ上級クラスの

武家屋敷の区画施設とはいいがたい。

　第 2 は溝状遺構の大部分を区画溝に比定して

いる点である。南部地区は基盤層が脆弱な砂で

構成される地点が多く、大型の浅い遺構にシル

トなどを含む土砂を充填し整地したと思われる

部分が多数存在する。県Ⅳ SD7015 などの溝Ⅱ

類に属するものの多くはこれに該当すると筆者

は考えており、溝の規模の割に近接しているこ

とや形状が不定形であることが多い。蔭山が検

出した区画溝とする遺構の多くは筆者も溝でよ

いと考えるが、一部にそうでないもの（例えば

県Ⅹ 18 区 017SD や県Ⅹ 18 区 088SD など）も含

まれているように思われる。これは遺構の認定

方法の根幹に関わる問題を含んでおり議論を尽

くす必要があると考えるが、堆積状況の相違を

細かく別個の遺構と認識し過ぎているのではな

いかと筆者は疑っている。

　第 3 は短い期間の中で頻繁な遺構変遷を想定

する姿勢である。蔭山は城下町期Ⅱ―2 期から

城下町期Ⅲ―2 期（おそらく 1555 年から 1613

年までの 58 年間）に 8 回の地割の変更を想定

している。特に城下町期Ⅲ―1 期（1586 年から

1610 年までの 24 年間）には 4 回以上（おそら

くは 5 〜 6 回程度か）の遺構変遷を指摘してい

る。屋敷割りの変更は地割の両側に在する二軒

の居住者に対し屋敷の移動を求める行為であ

り、二者に与える影響は大きい。また、道路（通

路）の変更ともなると道路に面する全ての屋敷

割りの変更を求めることとなり、その実施は容

易ではないと思われる。問題の期間に城主は 4

回変わっているのだから 4 回以上の地割替えは

想定できなくはないとはいえ、本当に実施され

たのかは筆者にはにわかに信じ難いのである。

　そこで筆者は改めて 17A・B 区と 18A 〜 F 区

の遺構変遷を整理し直す。城下町期Ⅱ―1 期に

ついては問題を感じないので、特に城下町期Ⅱ

―2 期から城下町期Ⅲ―2 期を考察する。まず、

17A・B 区では区画溝として県Ⅹ 17 区 033SD、

同 039SD、同 042SD があるが、これらがどのよ

うに区画溝として展開するかは現在ある情報で

はなかなか特定しづらい。

　次に 18A 〜 F 区については、城下町期Ⅱ―

2 期では県Ⅹ 18 区 003SD、同 005SD、同 036SD、

同 054SD- 同 056SD、同 067SD などがあり、東

西方向の溝は約 20m 間隔に並ぶ方格地割の遺構

配置があったと想定する。区画溝は県Ⅹ 18 区

003SD と県Ⅹ 18 区 036SD などのように 5m 程度

南北に移動する形で掘り直しが確認されるが、

大きく地割は変更されていないと判断できる。

次の城下町期Ⅲ―1 期では県Ⅹ 18 区 002SD、同

032SD、同 034SD、同 053SD、同 064SD と県Ⅹ

01 区 001SD、同 032SD、同 003SD などが該当す

る。南側に県Ⅹ 18 区 034SD と県Ⅹ 01 区 001SD

などで区画される大型方形区画があり、北側に

南北溝県Ⅹ 18 区 002SD を中心に東西方向の溝

は約 12 〜 18m 間隔に並ぶ方格地割の遺構配置

があったと想定する。南側の大型方形区画は寺

院跡と想定されているが、ここではこの想定に
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賛同する。南北溝は県Ⅹ 18 区 002SD から 2m 前

後の範囲で東西に移動しながら繰り返し設定し

直されたと見られる。最後の城下町期Ⅲ―2 期

では県Ⅹ 18 区 001SD、同 060SD、同 071SD、同

077SD、同 078SD と井戸などが該当する。井戸

が南北方向に 7m から 15m の間隔で並ぶことか

ら、東西に細長い短冊型地割の遺構配置があっ

たと想定する。南側にある前代の大型方形区画

はこの段階も継続した可能性は考えられよう。

　この結果、南部地区北部では城下町期Ⅱ―1

期までは北端部で武家屋敷、中央部で自然流路

が展開し、城下町期Ⅱ―2 期から本格的な開発

が着手され、12 〜 20m 間隔に並ぶ地割が確認

された。これが方格地割となるか否か特定でき

ないが、これまでの筆者の規模による区画の分

類には合致しない。おそらく中下級武家屋敷が

想定されよう。その後、城下町期Ⅲ―2 期に東

西に細長い短冊型地割の遺構配置があったと想

定するが、大型の南北溝県Ⅳ SD7023 などの位

置付けについては問題が残っている（図 10）。

　発掘調査地点は、地籍図では江戸時代の美濃

街道と五条川の瀬替えによって大きく変更され

ており、織豊期の地割は残存していないと思わ

れる。近世の地誌や絵図類には「材木町」、「神

明」、「長者町」、「舩入通」などがみられるが、

城下町期Ⅱ―1 期から城下町期Ⅱ―2 期への地

割変更の画期を意味付ける材料は見出せていな

い。

 10. 南部地区南部

　現在の名鉄名古屋本線の南側の五条川に接す

る部分では五条川河川改修関連の発掘調査が主

に県埋蔵文化財センターにより行われている。

　昭和 62 年度から平成 3 年度までに発掘調査

さ れ た 63D 区、62D 区、91C 区、62B 区、90F

区については筆者が遺構変遷を城下町期Ⅲ―

1 期と城下町期Ⅲ―2 期に分けて整理し（鈴

木 1994）、城下町内での評価を考察した（鈴木

1995）。そこでは北側で城下町期Ⅲ―1 期の区

画 8001 〜区画 8003 および城下町期Ⅲ―2 期の

区画 8007 〜区画 8010 は短冊型地割またはそれ

と類似する空間と評価したが、間口が約 12m と

広い点が他の町屋想定域とは状況が異なってい

る。一方、南側では城下町期Ⅲ―2 期の道路県

Ⅳ SF8001 を認め西側に方形区画 8012 を設定し

字名である「櫓」に関連する施設を想定した。

　平成 7 年度には西側の 95A 区と 95B 区の発掘

調査が行われ、道路県Ⅳ SF8001 の北側が延長

していることが判明し、その西側で県Ⅷ 95B 区

SD102 などの東西溝が数条検出され区画 8014、

区画 8005、区画 8015 を設定した。これにより

道路県Ⅳ SF8001 西側で方形区画 8012 よりも北

側は間口が 15m 〜 20m の東西に長い長方形区画

が並ぶ町屋を想定した（鈴木 2002）。

　平成 27 年には 95B 区の南側が清須市教育
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委員会により発掘調査が実施され、方形区画

8012より南側で平行する溝群（市Ⅸ133SDなど）

と直交する方位の溝市Ⅸ 132SD が検出された。

田邉一元は方形区画 8012 南東隅から南辺中央

にかけて道路県Ⅳ SF8001 が矩形に折れて南に

伸び、その西側で間口約 5m の短冊型地割を認

め町屋の存在を想定した（田邉 2017）。

　遡って平成 12 年には 95A 区の北側を 00A 区

として発掘調査が実施され、超大型長方形土坑

県Ⅳ SX8001 が検出された。蔭山はこの報告に

伴い上述したこの地点の遺構群の変遷を再整理

した（蔭山 2021）。

　蔭山は時期差があまりないこれらの遺構群

を、62D 区と 91C 区においては県Ⅳ SX8003 の A

段階、県Ⅳ SD8009 や県Ⅳ SD8013 の B 段階、県

Ⅳ SD8005 の C 段階、県Ⅳ SD8006 の D 段階に

細分した。その上で、県Ⅳ SD8025 県Ⅷ SD102

と県Ⅷ SD107 を古い段階、県Ⅳ SD8024 と県

Ⅳ SD8028 と県Ⅳ SD8030 を新しい段階に位置

付けるなど多くの検討を行っている。ただ、

「井戸が存在する段階は（中略）東西溝 62D 区

SD8009・91C 区 SD8013 には伴わない」とする

部分については否定する根拠が不明であり、こ

のままでは肯首できない。またその後に続く考

察も難解で正確に趣旨を把握するのが難しい

が、「この地区は純粋な町屋域ではなく、中・

下級の武家屋敷があって、さらに町屋域への変

遷」を想定している。しかし、具体的にどの遺

構群を中・下級の武家屋敷にしているのか、あ

るいはどの遺構群を町屋域としているのか明示

されておらず、不明瞭なままである。また、筆

者がこれまでに実践してきた区画溝の類型と区

画の類型の組み合わせで屋敷の性格を定義し、

区画施設が不明瞭な場合がある町屋について井

戸の配列を認定の参考にする方法についても、

「認識の問題があるように思われる」などの表

現で問題があることが指摘されているが、具体

的にどこが問題であるかを示されていない。筆

者の手法に問題が全くないとは思わないが、少

なくとも新たな中下級の武家屋敷や町屋域の遺

構配置モデルや方法論などを提示してもらわな

いと、これ以上有益な議論が先に進まないと考

える。

　ただ実際のところ、筆者は以前から南部地区

南部を町屋推定地にする説には、清須城下町内

の他の地区に比べて間口が倍近く広いという問

題があると認識していた。そこで蔭山の所論を

参考にして南部地区南部の再検討を行う。

　南部地区南部での区画溝の特徴は方位がＮ

10° E とＮ 15°Ｗの 2 種が存在することであ

る。遺構の前後関係を整理すると、概ねＮ 10

° E は城下町期Ⅲ―1 期、Ｎ 15°Ｗは城下町期

Ⅲ―2 期と整理できる。ただし、62D 区と 91C

区ではＮ 10° E を基準とする東西溝はその配

置から 2 段階の遺構変遷があることがうかがわ

れ、その時期比定は難しい。筆者はかつて 62D

区と 91C 区では東西に長い長方形区画が並ぶ町

屋を想定したが、同じ方位の南北溝県Ⅷ 95A 区

SD02 などの存在を軽視しているという問題が

あった。改めて県Ⅷ 95A 区 SD02 なども加味し

て全体を、みると南北約 12m 東西約 25m の細長

くない長方形区画を読み取ることができる。そ

してこの区画は、大規模ではないことから中下

級の武家屋敷もしくは町屋であると推定して

おきたい ( 図 11)。また、この長方形区画は県

Ⅳ SD8027 を南限として展開すると考えており、

その南でＮ 10° E を基準とする小溝が存在し

たとしても建物や井戸などの遺構が伴わないた

め屋敷は展開しないと考えておく。

　以上の結果をまとめると、城下町期Ⅲ―1 期

はＮ 10° E を基準に南北約 12m 東西約 25m の

細長くない長方形区画が 2 〜 3 区画展開してい

た。城下町期Ⅲ―2 期になると、長方形区画は

若干位置をずらし設置し直され西側に新たにＮ

15°Ｗの南北道路県ⅣＳ F8001 が設けられ、そ

れに沿って北側はやや規模の大きい方形区画と

小規模な方形区画が 2 つ、南側は短冊型地割の

町屋が並ぶ形に復元できる。県Ⅳ SF8001 が大

型方形区画の南東で矩形に曲がるか否かは現状

では特定し難い。

　さて、発掘調査地点は、地籍図では五条川の

瀬替えによって大きく変更されている可能性が

高いと思われたが、地籍図中にＮ 15°Ｗの南

北道路を見出すことができ、案外と織豊期の地

割は残存している ( 図 12)。一方、近世の地誌

や絵図類あるいは地籍図の字名には「櫓」、「大

道寺」、「舩入通」などがみられる。大型方形区

画は櫓などの軍事施設の他に、城下町外縁部設
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置された武家屋敷が存在した可能性を考えた方

がよいかもしれない。

 11. まとめ

　以上、地点ごとに発掘調査成果から発見され

た遺構を整理し城下町期後期（城下町期Ⅲ期）

の地点の性格を考察してきた。これまでの検討

で漏れた調査区としては、清須城本丸と北曲

輪に関わる地点 ( 野口 1990、柴垣 2002、鈴木

1997、蔭山誠一 2021 など ) や旧清洲町役場付

近の中堀地点 ( 大塚正樹 2023) および未報告の

調査区などがあるが、ここでは冗長となるため

割愛している。

　さて、これらの検討の結果、約 30 年前に設

定した区画の分類は問題が多いことが明らかに

なった。特に短冊型地割などの小規模な区画に

ついては詳細な検討が必要と考える。少なくと

も細長い長方形屋敷の間口の単位が、字京町地

点の約 5 〜 6m と南部地区南部の約 12m では全

く異なっており、奥行きのあり方も異なる可能

性が指摘された。

　また、歪みを補正した地籍図に事例が増加し

た発掘調査成果を合わせていくと、案外地籍図

の地割線が有意なものが多く存在することも明

らかになってきた。遺構との対応関係がある程

度確認できた地割については地籍図のデータも

積極的に活用する姿勢があってもよいのではな

いかと考えられる。そうすると清須城下町内に

ある区画のバリエーションがより鮮明にみえて

くる可能性を秘めている。
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　本稿は発掘調査成果の再評価が主眼となって

おり、終始資料批判にとどまってしまった感が

あるが、今後は区画の多様性を把握し豊かな清

須城下町の構造を解明する方向で検討を進めて

いきたい。

【註】

1 清洲城下町遺跡の発掘調査は清洲町教育委員会（2007

年以前）と清須市教育委員会（2007 年以後）および愛知

県埋蔵文化財センターが実施してきた。調査区の名称や遺

構番号は、調査組織ごとのルールに基づき命名されるた

め、遺跡全体で統一された形式では付与されていない。本

稿では調査区や遺構番号は冒頭に報告書の略号を付けて区

別することとした。報告書の略号については、清洲町教育

委員会刊行報告書は「町Ⅰ」〜「町Ⅳ」、清須市教育委員

会刊行報告書は「市Ⅰ」〜「市ⅩⅧ」、愛知県埋蔵文化財

センター刊行報告書は「県Ⅰ」〜「県Ⅺ」と略した。遺構

番号などについては、例えば清須市教育委員会発行の『清

洲城下町遺跡ⅩⅦ』に掲載された 3―E 区という調査区の

溝 004SD は「市ⅩⅦ 3E 区 004SD」と表記することとした。

2 地籍図は、愛知県公文書館が所蔵する明治 17 年作成『地

籍字分全図』のうち一場村、朝日村、西市場村、廻間村、

清洲村、寺野村、須ヶ口村を利用した。これまで主に『清

洲城下町遺跡Ⅳ』( 鈴木 1994) に付載された図面を用いて

きたが、この図は誤記や歪みなどがあり問題が少なくなか

った。今回は、一場村と清洲村の地籍図については、大杉

規之氏が補正したデータを活用している。記して感謝申し

上げる。
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設楽町大崎遺跡における中世の水田

〜三河山間部地域の開発〜 永井 邦仁

　設楽町大崎遺跡は、設楽ダム関連の発掘調査によって中世の小規模水田遺構 410 基が確認された。

水田遺構は地形や用水路によって大きく 4 群に区分でき、これに遺物の出土分布状況を重ねることに

よって、各群の形成に時期差のあることが明らかになった。以上の検討から、大崎遺跡では平安時代

後期から戦国時代にかけて徐々に耕作地開発が進められたと考えられ、中世における山間部開発の具

体的な一例として注目される。
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　北設楽郡設楽町に所在する大崎遺跡は、令

和 3・4 年度に愛知県埋蔵文化財センターの発

掘調査が行われた。調査では、縄文時代中期か

ら弥生時代中期に属する 30 基の竪穴建物跡な

どで構成される集落遺構と遺物（縄文土器・石

器など）が確認された。そして、その上層で水

田（畦畔）や用水路（溝）の遺構が多数検出さ

れ、調査区ほぼ全域（約 11,085 ㎡）が中世（平

安時代後期〜戦国時代）に耕作地として利用さ

れていたことが確認された（川添 2022・鈴木・

川添ほか 2025）。設楽地域を含む三河山間部地

域（豊田市東部・岡崎市東部・新城市・北設楽

郡）で、このような過去の耕作地が遺構として

確認できたのは初めてのことである。筆者は、

奈良時代後半〜平安時代前期（8 世紀後葉〜 9

 1. 大崎遺跡について

世紀）を基点に急拡大する古代・中世の三河山

間部地域における開発について関心を持ってい

るが（永井 2005・2013・2017）、この遺跡にお

ける調査成果は、特に中世の具体的な開発過程

を示していると着想した。本稿ではその形成の

背景について考察してみたい。

　大崎遺跡は境川左岸の狭小な台地上にあり、

標高 365 〜 378m の緩斜面である（図 1）。その

端は高低差約 5m の崖となって境川に落ち込ん

でおり、河水面に近い遺跡立地である。境川は

北東（八橋地区・川向地区）から豊川（寒狭川）

との合流点（松戸橋）に向かって南西方向に流

下しているが、大崎遺跡北側で大きく迂回した

後は南北方向の直線的な河道となって遺跡西側

を通過する。遺跡付近の河道両脇は切り立った

崖が多く、大崎遺跡の北約 250m に川向東貝津

遺跡の所在する狭小な段丘（平坦面）があるも

のの、河岸まで張り出した尾根筋によって互い

図 1　大崎遺跡周辺の主要遺跡（左）と大崎遺跡の地形および調査区配置（右）
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に視界は遮られている。そして尾根筋を南東方

向に上った標高 480 〜 490m の一帯が設楽町の

中心地（田口）で、現在（2025 年）もそこか

ら尾根筋に道が延びている。一方、その尾根筋

から約 300m 南の地点でも尾根筋が張り出して

おり、そこから下流の両岸は岩崖が連続する。

したがって崖に囲まれた袋状地形にある大崎遺

跡は、他の遺跡や平坦面とは連続しておらず、

そこへたどりつくルートは河川（境川）または

先述の田口からの道のみということになる。

　大崎遺跡の所在する北設楽郡設楽町田口字大

崎は、明治 11(1878) 年の田口村合併以前は中

嶋村に属していた ( 村落誌編さん委員会 2001)。

中嶋村については、安永 9(1780) 年の設楽郡中

嶋村が作成した『村差出シ明細帳』（設楽町史

編さん委員会 1998）に耕作地などの村勢が記

されている。それによれば、村の中心地は現

在の設楽町立田口中学校付近で、周辺に耕作地を有

していたとみられる。その位置関係は、幕末〜明治初

年に作成された「東路・西路・中嶋・田口町村

絵図」（設楽町誌編さん委員会 1999b）に概略

で示されているが、大崎遺跡と思しき位置に耕

作地の描出はない。これに関して、大崎が田口

10 か村の入会地でありそれらの火葬地とされ

ていたという記述がある（設楽町誌編さん委員

会 1999a）。

　明治 17（1884）年頃の土地利用と境界を示

した地籍字分全図（いわゆる地籍図、愛知県公

文書館所蔵）では、田口村に隣接する小松村の

同図に字「大嵜」の表示があり、周辺に田口村

の飛び地が所在した（図2）。「大嵜」の地目は「柴

草山」と記されており、耕作地の表記はない。

道は田口村から境川までの「境川道 長三百六

間三尺」が表示されているが、川岸に達するも

対岸（川向村）への渡河施設（橋など）は表示

されていない。ちなみに江戸時代の境川渡河点

については、川向地区の笹平〜下ヲロウ間（美

濃道、延坂）と八橋地区の滝瀬（伊那街道）が

挙げられる（永井 2021）。

　以上の地誌情報に加えて、大崎遺跡では最大

径約 11m の集石遺構 10010SS・10011SS がある。

礫主体の塚であり、その構築土中からは灰釉陶

器〜古瀬戸期の陶器類が出土する。また水田遺

 2. 地誌・地籍図にみる江戸時代の「大嵜」
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北設楽郡小松村と同郡田口村の地籍図（愛知県公文書館所蔵）
をもとに作成した。合成にあたって村境と付近の道路を調整。

図 2　北設楽郡田口村と小松村の地籍図にみる大崎遺跡周辺の土地利用状況
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構の土層より上位にあることからその廃絶後に

存在したことは確実で、塚状の形から葬送や境

界に関わる祭祀的な場所であったことを示す。

なお発掘調査では、調査区南東隅（2218 グリ

ッド）において中世水田遺構の上層でも水田遺

構が検出されており、一部では江戸時代も耕作

地として利用されていた可能性はあるが、面的

な広がりはなく、土層断面でもほとんど確認さ

れていない。大崎遺跡出土の江戸時代から近代

の遺物は、灰釉丸碗 1 点・徳利 1 点ときわめて

少なく、しかも飲食具であることから葬儀用だ

った可能性もある。よって遅くとも江戸時代末

期以降の当地は、火葬地や柴草採取地として利

用され、耕作地（水田）としてはそれ以前に放

棄されていたと考えられる。

　水田は、栽培用の湛水を目的とする畦畔に囲

まれた皿状の区画が、水平ないしは階段状に連

続する状態のことをいう。その遺構として、①

遺構平面における畦畔の検出、②土層断面にお

ける畦畔状高まりの検出が必要である。

　大崎遺跡では①に関して、調査着手段階（21A

区）から基本土層Ⅲ層（にぶい黄褐色粘土・シ

ルト層）上面で畦畔状遺構が検出され、それを

覆う同Ⅱ層中より古代〜近世の陶器類が出土し

た。ただしⅡ層は全体に攪拌を受けた状態にあ

り、水田耕作がその堆積過程で行われたことに

よってⅢ層上面の畦畔状遺構を形成したことも

判明した。したがってⅢ層上面は水田の機能面

ではなく、畦畔状遺構も擬似畦畔（擬似畦畔 B、

斎野 1987）と評価された（川添 2022）。

　②の観点では、調査区東壁における土層観察

で畦畔とその間の耕作土層をみることができる

（図 3 中）。注目されるのは図中の 26 〜 28 層で

構成される大畦畔で、削平された部分を加味し

ても上幅は約 2m 近くあることから道路と呼べ

る規模である。大畦畔から西へ約 2.4m には小

畦畔（22・25 層）の高まりが見え、その両側

に皿状の堆積層がありこれが水田耕作土に相当

する。そして畦畔 22 層と耕作土 23 層の関係を

みれば畦畔 22・25 層は 2 時期に分かれると理

解される。この状況から、数度の畦畔再構築は

あっても大畦畔に大きな改変がなかったと考え

られる。畦畔各層は表土層（1 〜 3 層）の削平

を受け埋没していることから、廃絶とともに切

り崩され埋められたとみられる。結果、地表面

で道路・畦畔等の痕跡は一切みることができな

い。

　同土層断面にみる水田形成以前の状況は、畦

畔直下に 47 層など径 70cm に及ぶ巨大な礫が混

じる堆積層がある。これほどの巨礫が転石状態

にあることから土石流の跡であろう。また同層

の下位には 48・49 層がありこれらは一連の堆

積だったと考えられる。これに対して 31・36

層など径 10cm 程度の角礫を含む層が水田耕作

土の下に広がっている。特に 36・40 層は 47 〜

49 層を切り込みそのまま大畦畔の立ち上がり

に連続している。このことから、巨礫を含む土

石流の後にできた沢に 36 層などが堆積してい

き、その上部に 35 層など径 2 〜 3cm の円礫が

堆積する小河川（溝）が流れる経過であったと

推測される。そしてその縁辺を大畦畔（道路）

として確定し、かつての沢を加工することから

耕作地化が進められたものと考えられる。一

方、その下層で縄文・弥生時代の遺構が検出さ

れていることから、土石流堆積は弥生時代中期

以降のことと考えられる。

　先述のように、大崎遺跡の水田遺構（遺構種

別記号：SN）は 21A 区を始めとする全調査区で

確認された。ただし 21B 区北半部は周辺と比べ

て希薄となっている。水田遺構 1 基の形状はさ

まざまで、隅丸方形、曲線混じりの台形など一

定しない。同様に 1 基あたりの面積も差があり

21B 区南部（後述の 1a 群）を例にすると、最

小クラス（5389SN）は約 2.3 ㎡、最大クラス

（5397SN）は約 23.3 ㎡となる。中間的な規模は

約 6.1 ㎡（5326SN）〜 7.2 ㎡（5391SN）〜 11.6

㎡（5410SN）であり、平均すると 8 〜 9 ㎡となる。

　さて、検出された水田遺構はほとんど互いに

重複せずに 1 つの水田景観を作り出しているこ

とから、それらが同時に存在したものと考えて

よい。しかしそれは同時に開田したことを示し

ているわけではなく、あくまで水田耕作が廃絶

 3. 水田遺構の土層

 4. 水田と用水路構造の概要
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  1.  7.5YR3/2 黒褐色シルト　径3～5㎝程度円～角礫含む　盛土
  2.  10YR3/3 暗褐色シルト　表土層
  3.  10YR4/2 灰黄褐色シルト　表土層
  4.   5YR3/3 暗褐色シルト
  5.  10YR3/2 黒褐色シルト　一辺2～3㎝程度角礫含む
  6.  10YR3/1 黒褐色シルト　しまり弱い　径20㎝程度円礫含む
  7.  10YR4/2 灰黄褐色シルト　一辺2㎝程度角礫含む
  8.  10YR3/2 黒褐色シルト　一辺3～5㎝程度角礫含む　10YR3/3 暗褐色シルト混じる
  9.  10YR2/3 黒褐色シルト
10.  10YR3/3 暗褐色シルト
11.  10YR3/1 黒褐色シルト
12.  10YR3/3 暗褐色シルト　径1㎝程度礫含む
13.  7.5YR3/2 黒褐色シルト　一辺2～3㎝程度角礫含む
14.  7.5YR2/3 極暗褐色シルト
15.  10YR3/3 暗褐色シルト　しまり弱い
16.  10YR3/3 暗褐色シルト　一辺5～10㎝程度角礫含む
17.  10YR3/3 暗褐色シルト　粘性ややあり　一辺2～3㎝程度角礫含む　10YR4/2 灰黄褐色シルト混じる
18.  10YR3/2 黒褐色シルト　粘性ややあり　一辺5～10㎝程度角礫含む
19.  10YR4/4 褐色シルト　炭化物微量含む　10YR4/2 灰黄褐色シルト混じる
20.  10YR2/3 黒褐色シルト　粘性あり　炭化物微量含む　径1～2㎝程度礫含む　田圃埋土
21.  10YR3/2 黒褐色シルト　粘性あり　径1～2㎝程度礫含む　田圃埋土
22.  7.5YR3/1 黒褐色シルト　粘性あり　畦畔構築土
23.  10YR2/2 黒褐色シルト　粘性あり　径0.5～2㎝程度礫含む　田圃埋土
24.  10YR3/2 黒褐色シルト　粘性あり　畦畔構築土
25.  10YR2/3 黒褐色シルト　粘性あり　炭化物微量含む　畦畔構築土
26.  10YR2/3 黒褐色シルト　粘性あり　畦畔構築土
27.  10YR3/3 暗褐色シルト　粘性ややあり　畦畔構築土
28.  10YR3/3 暗褐色シルト　粘性ややあり　15より暗い　径1～3㎝程度礫含む　畦畔構築土
29.  10YR3/2 黒褐色シルト　粘性ややあり　径30㎝程度円礫含む
30.  10YR3/3 暗褐色シルト　粘性ややあり　径2～3㎝程度礫含む
31.  10YR3/3 暗褐色シルト　粘性あり　径2㎝程度礫含む　一辺10㎝程度角礫含む　
　　　　　　　　　　　　　　2.5YR3/3 暗オリーブ褐色シルト混じる
32.  10YR3/4 暗褐色シルト　径1～3㎝礫含む　10YR3/1 黒褐色シルト混じる
33.  10YR3/2 黒褐色シルト　粘性ややあり　10YR4/2 灰黄褐色シルト混じる

34.  10YR3/3 暗褐色シルト　粘性ややあり　10YR3/1 黒褐色シルト混じる
35.  10YR4/3 にぶい黄褐色シルト　粘性ややあり　径1～3㎝程度礫含む　10YR3/1 黒褐色シルト混じる
36.  10YR4/2 灰黄褐色シルト　粘性あり　径3～10㎝程度円～角礫含む　10YR4/4 褐色シルト混じる
37.  10YR3/2 黒褐色シルト　粘性あり　一辺2～3㎝程度角礫含む　下位に10YR2/2 黒褐色シルト混じる
38.  10YR4/2 灰黄褐色シルト　粘性ややあり
39.  10YR3/2 黒褐色シルト　粘性あり　10YR2/3 黒褐色シルト混じる
40.  10YR3/3 暗褐色シルト　粘性あり
41.  10YR3/3 暗褐色シルト　粘性あり　31より暗い　径1～2㎝程度礫含む
42.  10YR2/3 黒褐色シルト　粘性あり　炭化物微量含む　10YR2/2 黒褐色シルト混じる
43.  10YR2/3 黒褐色シルト　粘性あり　10YR5/3 にぶい黄褐色シルトブロック微量含む　10YR2/2 黒褐色シルト混じる
44.  10YR3/4 暗褐色シルト　粘性あり
45.  10YR3/3 暗褐色シルト　粘性ややあり
46.  10YR3/4 暗褐色シルト　粘性ややあり　径1～3㎝程度礫含む
47.  10YR3/4 暗褐色シルト　粘性あり　一辺10～70㎝角礫多く含む　土石流による埋め立て土か
48.  10YR3/2 黒褐色シルト　粘性ややあり　径1㎝程度礫含む
49.  10YR3/3 暗褐色シルト　粘性ややあり　径1㎝程度礫含む
50.  10YR3/4 暗褐色シルト　粘性ややあり　炭化物微量含む　一辺3～5㎝程度角礫含む
51.  10YR3/3 暗褐色シルト　径1～3㎝程度礫含む　下位に7.5YR4/3 褐色シルト混じる
52.  7.5YR4/3 褐色シルト　粘性あり　炭化物微量含む　一辺3㎝程度角礫含む
53.  10YR4/4 褐色シルト　粘性あり　10YR5/4 にぶい黄褐色シルトブロック含む　10YR2/3 黒褐色シルト混じる
54.  10YR3/4 暗褐色シルト　粘性ややあり　下位に10YR2/2 黒褐色シルト混じる
55.  10YR4/2 灰黄褐色シルト　粘性あり　炭化物微量含む　径2～5㎝程度礫微量含む
56.  10YR2/2 暗褐色シルト　粘性あり　径20～50㎝程度円～亜角礫含む
57.  10YR3/3 暗褐色シルト　粘性あり　10YR4/2 灰黄褐色シルト混じる
58.  10YR3/2 黒褐色シルト　粘性あり　10YR2/3 黒褐色シルト混じる
59.  10YR2/2 黒褐色シルト　粘性あり　炭化物微量含む　径0.5～1㎝程度礫含む　10YR3/2 黒褐色シルト混じる
60.  10YR3/4 暗褐色シルト　粘性ややあり
61.  10YR3/1 黒褐色シルト　粘性あり　下位に10YR5/4 にぶい黄褐色シルト混じる
62.  2.5YR3/2 黒褐色シルト　粘性あり　10YR4/3 にぶい黄褐色シルト混じる
63.  10YR5/3 にぶい黄褐色シルト　粘性あり　10YR3/3 暗褐色シルト混じる
64.  2.5Y3/3 暗オリーブ褐色シルト　粘性あり　径0.5～2㎝程度礫多く含む
65.  10YR4/3 にぶい黄褐色シルト　粘性あり　10YR3/1 黒褐色シルトブロック含む
66.  10YR5/3 にぶい黄褐色シルト　粘性強い
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大崎遺跡22A区の調査区東壁土層断面図 3　大崎遺跡 22A 区の調査区東壁土層断面 ( 断面位置図は鈴木・川添ほか 2025 を改変、土層断面は新規作成）
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した時点の状況であることに注意しておかねば

ならない。累代の耕作者たちによる長い営みの

結果なのである。

　そこで筆者は、調査報告書（鈴木ほか 2025）

において水田遺構を以下の観点で 7 つの群に区

分した。まず第 1 に、各水田遺構の畦畔にある

切れ目を取・排水施設（水口）とみることで取・

排水時における水流の経路を復元し、それらが

連続するものどうしを 1 つの群と認定する。第

2 に、検出された 2 条の水路から取水可能な水

田群を抽出する。これらの水路は、水田と重複

していないので同時に機能していた可能性が高

い。そして第 3 に、水路から取水不能な水田群

は未知の水源を想定した（図 4）。以下に各群

の状況をみていこう。

　1a 群は、遺跡南東部（21B 区南半部）にある

南西方向に開けた凹地地形に位置する。標高は

364.0〜366.0mである。水口の位置からみた取・

排水経路は北から南方向が大半である。したが

ってその水源は、1a の北東側斜面（グリッド

1820）に位置する沢状地形に求めることができ

る。斜面からの湧水に依拠し、そこから木樋で

水を引いていた可能性もあるだろう。

　1b 群は、遺跡北東部（22A 区東半部）に位置

する。標高 371.0 〜 375.0m である。この水田

群も 1a 群に似た西側に開けた凹地地形に立地

する。その南側で水路 1219SD が検出されてい

るが、水路と水田群の間には後世の集石遺構

10010SS が位置する舌状に張り出した微高地が

あるため、当該水路からの給水は不可能であ

る。よって、凹地最奥部の水源地（図 3 上）に

最も近いとグリッド 1221 付近からの取水だっ

た可能性がある。22A 区東壁の土層断面を参照

すると（図 3 中）、溝状の 6 〜 8 層や 15・16・

18 層があるがいずれも遺構面で対応する遺構

はない。なお、先述のように土層断面で上下 2

時期の存在が確認された水田耕作土であるが、

その付近で検出された水田遺構の中には、例

えば 1217SN と 1215SN のようにわずかながら

重複関係も認められる。1215SN はさらに水路

1219SD の後になることから、水路廃絶以後も

湧水を引き込むかたちで水田耕作が継続してい

たということになる。1219SD と東壁土層断面

は同時に調査されていないが、標高からすると

東壁土層断面の 35・36 層が 1219SD に相当する

可能性が高い。すると同層は水田耕作土層（20・

21・23 層）より下位にあるため、壁面にみえ

る耕作土層は 1215SN と同様に水路廃絶後の可

能性がある。

　2a 群は、遺跡中西部の北から南へ下る標高

366.0m 〜 367.5m の緩斜面に立地する。南北

方向の水路 0145SD(1006SD）から東側に位置

し、北から南へ取・排水がなされており一見

0145SD を水源としているようでもある。しか

し取・排水経路を遡上すると北東側に位置する

水路 0058SD 付近に辿り着く。0058SD は遺跡北

東部から下ってくる 1219SD の延長で、比較的

遠方の水源地から水を引いているのが特徴であ

る。ただし 0058SD に直接取りつく状況は確認

されておらず、やや北西には斜面地に端を発す

る溝 0067SD もあるので、もとはその辺りの湧

水点を水源としていた可能性もある。

　2b 群は、0145SD 西側の一群である。0145SD

からの取水口や枝水路は見当たらない。これ以

外に調査範囲内に水源地を特定できず、経路か

ら調査区外の北西方向に水源地が想定される。

したがってこちらも 0145SD の構築以前に開か

れた可能性が高い。2b 群でも①と同じ時期の

山茶碗が出土していることから、開田時期に大

きな差はないと思われるが、①が凹地地形であ

るのに対してより開けた地形を利用している点

で技術的な変化があった可能性もある。

　3 群は、遺跡南部（21A・B 区）に位置する。

河岸段丘の崖面に沿って形成される約 20m ×

60m の範囲の細長い水田群である。一見すると

個々の水田区画だけでなく群の範囲が比較的方

形で整っているようにみえる点が特徴である。

水口にみる給水経路は、南西方向へ下る地形に

沿って北西から南西方向を基軸としている。3

群南東端が 1a 群に食い込んだようになってい

るのもその経路に基づいているが、当該箇所は

高低差がほとんどなく、逆に東から西方向への

給水だったかもしれない。その場合、当該箇

所は 1a 群に含まれると考えられえるが、3 群

形成時に切り替えられた可能性もあろう。とも

あれ 3 群の水源はその北西隅に当たり、該当地

点には伊勢型鍋 ( 図 5-2006) の埋納された土坑

5140SK が畦畔遺構上に位置する。このことか
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図 4　大崎遺跡における水田遺構の分布とその水流方向による水田遺構群の区分 ( 鈴木・川添ほか 2025 を改変）
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ら 5140SK が水源祭祀に関わる可能性が考えら

れるが、水路が検出されていないので水源確保

の具体的な手段については不明である。3 群の

開田時期は伊勢型鍋が 13 世紀後半まで下る可

能性が考えられるので、1a・1b・2 群に比べて

明らかに一段階後に位置づけられる。

　4 群は、遺跡北西部（4a 群、22A 区西半部）

と遺跡南西部（4b 群、21A 区西部）の 2 か所

に認められる。これらは水路 0145SD（1006SD）

に沿って配置されており、特に後者では群の北

端で枝水路も認められることから一連で構築さ

れたものであろう。水路は北から南へ下る緩斜

面の中央を流れており、その両側への給水が設

計されたもので、先述した 2a 群の一部もこの

水路開削に伴って作り替えられた可能性もある

だろう。その年代は、1006SD から土師器羽釜（図

5-2016）が出土しているので 14 世紀以降と考

えられる。

　このように水源・水路に注目して水田遺構群

を区分すると、一見して基幹水路と思われる

0145SD（1006SD）であるが、そこから取水可能

な水田の範囲は限定的であったことがみえてく

る。その一方で、急斜面地やその隙間の凹地に

由来する湧水を水源とする 1a・1b・2a・2b・3

群が、遺跡（調査区）内において分散しつつも

比較的多くを占めており、見方によっては水路

を通すことによってその間を埋めるようにして

4a・4b 群が成立したとも考えられる。こうし

て水源の違いが開田時期の差に関係していると

見通すことができよう。

　では、水田遺構などの出土遺物の時期から

各群の開田時期に違いは見出せるであろうか。

報告書（鈴木・川添 2025）でも述べたように、

水田遺構とその所在するグリッドごとに検出面

（検 1・2）も含めた遺物の出土破片点数をカウ

ントした。もちろん居住域となっている間はそ

の場所が水田として利用されることはない。遺

物の年代が示すのは土坑 5140SK 出土の伊勢型

鍋を除くと、各出土地点の居住域利用の下限年

代と水田化の上限年代ということになる。

　まず平安時代の灰釉陶器は、遺跡の北西部（22

区西部）と南部（21A・B 区南端）に集中している。

次に平安時代の煮炊具である土師器三河型甕 1

点と清郷型鍋 4 点の分布をみると、清郷型鍋は

全て北西部に集中していることが注目される。

清郷型鍋の時期は、灰釉陶器の後半段階から山

茶碗の初期段階（10 世紀後半〜 11 世紀）に相

当することから、遺跡北西部における活動時期

もその頃と考えられる。これに対して遺跡南部

は、灰釉陶器の時期が K-90 号窯式期〜 O-53 号

窯式期であり北西部とさほど変わらないが、グ

リッド 2015 以外は破片点数 1 〜 2 点で顕著な

集中はみられない（表 1）。したがって平安時

0 20cm1:4

グリッド1415 1094SN　土師器清郷型鍋

グリッド1216 1039SN　土師器小皿

グリッド1614 0129SK　山茶碗

グリッド1715 0145SD　山茶碗

グリッド1116 1025SN　土師器内耳鍋

グリッド1215・1216
1039SN　土師器小皿

グリッド1116 1006SD　土師器羽釜

グリッド1414 1104SX　白磁

グリッド1315 1065SN　青磁碗

土坑5140SK　土師器伊勢型鍋

2036
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2022

2016
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 5. 各水田遺構群の形成年代

図 5　大崎遺跡における主な中世遺物（鈴木・川添 2025 ほかより転載、番号は同書掲載の番号）
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代から鎌倉時代の活動域は主に北西部にあり、

南部は一時的なものであったと推測される。

　次に山茶碗であるが、遺跡北西部から南部ま

で分布域が連続する。1 グリッドあたりの破片

点数 5 点以下が大半だが、グリッド 2118 のよ

うに 9 点に上る箇所もある。大半の山茶碗の時

期は 12 世紀〜 13 世紀前葉であることから、そ

れに先行する灰釉陶器と清郷型鍋の時期に比べ

てより活動域が拡大したとみることができる。

　これに対して、中世土師器の分布は山茶碗と

やや異なり、遺跡北端部のグリッド 1017 で最

多点数で（12 点）、その近隣グリッドも点数が

多い。ところがその分布域は 22A 区と 21A 区の

境で一旦途切れ、再び遺跡南西部に集中域がみ

られる。また、グリッド 1915 から東側の山茶

碗集中域で中世土師器はほとんどみられない。

中世土師器には、時期特定の難しい土師器小皿

の他に山茶碗より時期の下る 14 世紀代の羽釜

や 15 〜 16 世紀くの字形口縁の内耳鍋も含まれ

る。よってその分布が示す年代幅は山茶碗より

新しい時期も含めて捉えることになる。結果、

山茶碗と中世土師器の分布域は重なるところが

ある一方で、特に破片点数の多い地点に着目す

るとその違いが顕著となる。それが、概ね 12

〜 13 世紀代と 14 〜 16 世紀代の集落居住域の

違いを示していると考えられる。

　以上山茶碗と中世土師器の出土分布を統合す

ると、遺跡北西部では 14 〜 16 世紀代も居住域

になっていたと考えられる。さらに同地点で

は、平安時代後期〜鎌倉時代の白磁や青磁の

碗・合子といった特殊品の集中にも注意してお

きたい。このことからも、遺跡北西部が平安時

代から戦国時代まで続いた集落の中心地だった

と評価できる。こうして集落の居住域利用が終

わったところから水田化が進んだと理解して、

以下のような開田時期が想定されよう。

　まず 1b 群はほぼ古代・中世の遺物分布と重

ならない。よって最も開田時期が遡る可能性が

ある。次に 1a 群では、尾張型第 5 〜 6 型式の

山茶碗が集中するグリッド 2118 を含んでおり、

13 世紀代中葉以降となろう。同じく 2a・2b 群

も山茶碗が中心で、13 世紀中葉が開田の上限

年代となる。こうして 1a・1b・2a・2b 群では、

鎌倉時代半ばの 13 世紀中葉には水田景観が形

成されていたとみることができる。これに対し

て 3 群は、先述のように土坑 5140SK の伊勢型

鍋が上限年代となり、若干後の 13 世紀後半と

考えられる。以上の各群は、2a 群を除くと斜

面地の湧水を水源としており、長大な灌漑水路

の掘削を伴わない段階だったと評価される。

　そして灌漑水路 1006SD・0145SD が開削され、

それまで集落の中心地だった遺跡北西部でも水

田開発が開始された。4a・4b 群は、いずれも

14 〜 16 世紀の中世土師器を含む遺物の分布域

と重複するが、両群の構築が同時とすれば居住

域の下限年代である 16 世紀代まで下る可能性

がある。以上をまとめると、13 世紀中葉〜後

葉の段階と14世紀〜16世紀代の段階の間には、

開発空白期とともに灌漑技術の進展があったこ

とも指摘できる。また 4a・4b 群の開田は、大

崎遺跡における居住域としての土地利用が終わ

ったという点でも遺跡変遷の画期となる。

　次に大崎遺跡周辺における平安時代から鎌倉

時代の状況を、境川流域と豊川（寒狭川）流域

にみていく。

大栗遺跡　大栗遺跡は、大崎遺跡から境川

を挟んで約 550m 北に位置する（図 1）。弥生土

器（壺）が若干数出土している以外はほとんど

が江戸時代末以降の陶磁器類である。後者は遺

跡地に発掘調査直前まで存在した民家に関わる

ものであろう。平安時代の遺物は表土から出土

した K-90 号窯式期の灰釉陶器碗が 1 点のみで、

当該期の小規模集落が存在した可能性がある。

そして遺跡の基本土層中において水田遺構が指

摘されている（図 7、樋上編 2022）。いわゆる

小規模区画の斜面地水田であり、大崎遺跡に似

た状況である。耕作土と畦畔の大半は上層の耕

作土や礫混じりの整地土に埋もれているが、一

部の大畦畔はその段階にも機能しているようで

ある。しかも大畦畔は調査直前まで存在した民

家敷地の石垣と同位置にあることから、地境で

もあった。先述した遺物の時期相によれば、江

戸時代末期に屋敷地となったことによって土地

利用が大きく変わったと推測されるが、それと

水田廃絶時期との関連は明らかでない。

 6. 大崎遺跡周辺の中世遺跡
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調査区 グリッド 古代灰釉 古代土器 中世山茶碗中世土器青磁白磁 古瀬戸 常滑 戦国土器 その他 近世
22A 1015 1
22A 1016 3 1 2
22A 1017 1 12 1 2
22A 1115 1 3 1 2
22A 1116 4 2 6 1 2 1 3 1
22A 1117 1
22A 1117 1 1
22A 1118 1 1
22A 1119 1
22A 1215 5 1 2 6 2 3 2 1
22A 1216 1 1 3 1 1
22A 1217 1 1 1
22A 1221 1
22A 1314 5 1 3
22A 1316 1 2 5 2
22A 1319 2 6 1
22A 1321 3 1 1 1
22A 1414 5 1 1
22A 1415 3 1 3 2 1 2 1 2
22A 1416 2 1 2
22A 1417 1
21B 1418 1
22A 1419 1
22A 1421 1
21A 1513 1
21A 1514 4 2
21A 1515 1 3 2 2
21A 1516 1
21B 1518 1
21B 1520 1
21A 1613 1 2 1 1
21A 1614 3 1
21A 1615 1 2 2
21A 1713 3 1
21A 1714 4 1 1
21A 1813 2 2 1
21A 1814 3 2
21A 1815 1 3 1
21B 1818 1
21A 1913 1
21A 1914 1 5 6 1
21A 1915 1 2 4 1
21A 1916 3 1
21A 1917 1
21B 1919 1 1
21A 2012 1
21A 2013 2 6 1
21A 2014 1 4 1 1
21A 2015 4 1
21B 2017 1
21B 2018 2 3 1
21B 2019 1
21A 2113 1
21A 2115 2 2 1
21A 2116 1 3
21B 2117 3
21B 2118 1 9
21B 2119 1 1 2
21B 2120 1
21A 2214 1 1
21A 2215 1 1 2
21A 2216 2 1
22B 2217 1 1 1
22A 2218 3 1
21B 2219 1 1 1
22B 2317 2 1
22B 2417 1 1 1
21B 2418 1
22A - 2 5 8 2 2 2 1
22A 1215・1216 2 1
21A 1414・1514 1
21A 1513・1514 1
21A 1614・1615 1
21A 1916・1917 1 1
21A 1917・2017 1
21B 2017・2018・2117・2118 2
21B 2018・2019 2
21B 2118・2018 1 2 1
21B 2217・2218 1 1
21A 2316・2317 1
22A 2417・2317 1

表 1　大崎遺跡における中世遺物のグリッド別分布状況
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図 6　大崎遺跡における中世前半と同後半の遺物出土点数（鈴木・川添ほか 2025 を改変）
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万瀬遺跡　川向地区の境川右岸に位置する。

陶器類では 10 〜 11 世紀のものはほとんどみら

れず、山茶碗は尾張型第 4 型式以降である。こ

れは土師器清郷型鍋がないこととも矛盾せず、

縄文時代の集落廃絶後は 12 世紀になって土地

利用が始まったとみることができる。山茶碗の

ピークは尾張型第 6・7 型式であり、その後 13

世紀後葉〜 14 世紀は縮小する。一方、古瀬戸

および瀬戸・美濃窯産陶器は古瀬戸後期様式

〜大窯第 1 段階、同第 4 段階があり、15 世紀

後葉〜 17 世紀初頭に相当する。以上の遺物出

土分布は縄文時代の活動域にほぼ重複している

が、江戸時代前期（16 世紀末〜 17 世紀後葉）

の遺物は調査区ほぼ全域に分布しており、土地

利用の変化がうかがえる（河嶋編 2024）。

上ヲロウ・下ヲロウ遺跡　範囲確認調査にお

いて、尾張型第 4 〜 7 型式の山茶碗類が出土し

ており、古瀬戸および瀬戸・美濃窯産の出土傾

向も万瀬遺跡に類似する。これに加えて K-90

〜 O-53 号窯式期の灰釉陶器碗や土師器清郷型

鍋が出土しているので、先行して平安時代の集

落が存在した可能性が高く、集落消長も他と比

較して長いと推測される（川添 2023）。

滝瀬遺跡　平成 30 年度の発掘調査では、河

川から高低差のある斜面地において壁面に造付

けられたカマドを伴う竪穴建物跡が確認され

た。竪穴建物跡からは灰釉陶器や土師器甕が出

土しているので、9 世紀後半を中心に集落が存

在したと考えられる。また竪穴建物跡以外にも

周辺で土坑が検出されており、灰釉陶器の碗や

段皿が出土している（川添・早野 2019）。

大畑遺跡など　大畑遺跡は境川に面していな

い立地であるが、中央部は窪地で湧水点も存在

する。その窪地周辺で K-90 号窯式期の灰釉陶

器が出土している（鈴木・永井 2018）。平安時

代に一時的な土地利用があったものと考えら

れる。石原遺跡では、著しい土石流堆積のた

め、縄文時代中期以降の集落の状況は不明瞭

である。1 点のみ灰釉陶器（E-1290）が出土し

ている（田中編 2023）。一方、境川左岸の渡河

点にある笹平遺跡は 6,930 ㎡を発掘調査された

が、古代・中世の遺物は灰釉陶器 2 点のみで、

それ以外は江戸時代後期以降である（鈴木編

2022）。

胡桃窪遺跡　以下は豊川流域である。竪穴建

物跡 1 基があるが、カマドはなく土師器甕の出

土もなかった。その一方で床面に炉跡や金床（台

座）がみられることから、山林資源獲得に伴う

工具の修繕などを行う鍛治施設と推測されてい

る。出土遺物として、O-53 号窯式期の灰釉陶

器碗・皿と瓶類があるので 10 世紀前葉と考え

られ、釘など鍛治の原料となる金属片もみられ

る（鈴木編 2023）。

西地・東地遺跡　古代以降の遺構・遺物（総

破片点数 2,894 点）は遺跡西端に集中しており、

豊川と高低差のある平場（標高 457m 前後、14B

区・16 区）で平安時代以降の活動が続いてい

たようである。ただし平安時代の状況は、灰釉

陶器 14 点と土師器清郷型鍋 2 点とわずかであ

る。これに対して 13 世紀以降の瀬戸・美濃窯

石垣

柵列（近世以降）

水田耕作土

（上位の）耕作土

畦畔（地境か）畦畔
20m15m 25m10m5m0m

L=402m

L=403m

L=404m

L=405m

L=406m

L=407m

L=408m

A

B

0 5m1:200

↓掘立柱の柵

A

B

図 7　大栗遺跡の基本土層断面にみる中世水田の遺構 ( 樋上編 2022 を改変 )
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石原遺跡の縄文時代中期前半の竪穴建物跡について●

産陶器や土師器鍋類の数量が圧倒的で、炉跡 5

基、竪穴状遺構 2 基以上がいずれも戦国時代か

ら江戸時代前期にかけてのものである（川添編

2019）。このことから中世には地域の中心的な

存在だったと考えられる。

大名倉遺跡　西地・東地遺跡の対岸に位置す

る。縄文時代早期〜晩期には遺跡北部で活動域

を変えながら土地利用がなされており、それに

対して遺跡南部で戦国時代〜江戸時代の陶器が

出土する傾向にある（永井・川添 2018）。西地・

東地遺跡と対照的に河岸段丘が発達し平坦面が

広がるにもかかわらず、中世前半段階の遺物が

少ない点が注目される。

　このように各遺跡における活動の規模は縄文

時代のそれより小さいが、発掘調査によってこ

れまで漠然と把握されていた三河山間部地域

における平安時代以降の活動の消長について、

より精度が高まった（図 8）。当地域では、①

9 世紀後半〜 10 世紀前半の灰釉陶器、② 12 世

紀中葉〜 13 世紀中葉の山茶碗、③に 15 世紀以

降の瀬戸・美濃窯産陶器のそれぞれが顕著に出

土するが、①の遺跡は大半が 10 世紀後半以降

に続かず、その上で②・③共に確かめられるの

は①の 30 〜 40% 程度にすぎないことがわかる。

一方、万瀬遺跡のように②に起点がある場合で

も③つながる事例があることから、②における

開発がその後の地域社会形成にとってきわめて

重要であったと考えられる。逆に①における開

発は、大半が②・③とは異なる目的や主体によ

って進められた可能性が高く、他の史料によっ

てその差異を見出していくことも必要となる。

　とはいえ、境川と豊川沿いの中世の動向を伝

える史料はひじょうに少ない。ここでは和鏡と

棟札に着目して、水田開発を進めた主体の背景

となる地域的つながりを推察してみよう。

　設楽町内で出土した和鏡は 2 点が知られる。

1 点は東納庫スミ川口の畑で出土した松喰鶴鏡

である。出土地は、豊川沿いの県道から分岐す

る町道でさらに山間部へ上った集落地で大名倉

地区と名倉地区の境（宇連地区）に位置する。

その最高地点に白山神社が所在し、その関連も

想定されている（平松 2015）。同社は大永年間

（1521 〜 1527）創建という（設楽町史編さん委

員会 2001）。和鏡の時期は 13 世紀代であろう。

　もう 1 点も大名倉地区で出土したもので、水

辺蘆双雀鏡に分類される。出土地は豊川の川岸

にある白鳥神社旧地で、焼き歪んだ状態であ

る。同社は天明 3（1783）年に火災に遭い、そ

の後明治元（1868）年に旧阿弥陀堂に移されて

いる（現在は設楽ダム建設に伴い対岸へ移転）。

白鳥神社の由来は、建久元（1190）年に旧作手

村白鳥から分祀されたのが始まりである。江戸

時代には朱印五石が下付される社格で、北設楽

郡内ではここと津具八幡社のみであった。

　設楽町内の 2 面の和鏡は、いずれも伝世品に

近い状態であるため中世段階にどのように保持

されていたのかは不明である。しかし白鳥神社

の創建と和鏡の時期が近い点は、その関係の深

さを示していると考えられる。また、白山神社

 7. 設楽町域における中世の動向
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遺跡名
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西地・東地遺跡
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図 8　設楽町内の境川・豊川流域における主な中世・近世遺跡の消長
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と白鳥神社がともに大名倉地区で近い位置関係

にある点も興味深い。

　神社（建造物）の存在を示す棟札は、小松地

区（江戸時代は小松野村）の天道神社のものが

北設楽郡内最古である。「正和五丙辰年」「奉建

立天道大明神」とあり（設楽町誌編さん委員

会 2004）、1316 年の創建時であろう。次いで宝

徳 3（1451）年再建時の棟札に「願主怒田輪村」

に加えて「永江沢」「向林」の地名が記されて

いることから、15 世紀代には怒田輪村を中心

に複数村によって支えられていたことがわかる

（設楽町誌編さん委員会 2001）。これらの村域

は伊那街道に沿って田口から八橋地区へ伸びて

おり、交通路によって村どうしがつながってい

たことがわかる。これに対して川向地区にある

永禄 13（1570）年の東堂神社棟札は「加茂郡

足助庄名蔵郷河向村」なので、美濃街道（現国

道 257 号）によって境川右岸が名倉地区と一体

になっていたと考えられる ( 図 9)。

　以上の和鏡や棟札の存在から 12 世紀末〜 16

世紀代に形成された地域的つながりは、現在

の地区に対応させると以下の

ようになる。おおよそ基点と

なるのは国道 257 号の境川渡

河点（設楽大橋）で、①川向

地区（境川右岸）〜名倉地区、

②小松地区（境川左岸）〜八

橋地区、③大名倉地区（豊川

流域）となる。もちろんこの

地域区分は 1 つの基準に拠っ

たものではないし、時間的な

併行関係も不明である。しか

し重要な点は、江戸時代の数

か村に相当する共同体によっ

て、地域の信仰や神社の経営

が支えられていたことである。

このことは先に挙げた大崎遺

跡周辺の中世遺跡を評価する

に際して、複数遺跡における

集落や耕作地の動態が連動し

ていることを示唆している。

すると、遺跡消長の画期②と

して挙げた 12 世紀中葉〜 13

世紀中葉において、空白とな

っている例えば大畑遺跡や大栗遺跡が耕作地と

して開発されていた可能性も想定しておくべき

だろう。それぞれの遺跡では中世の斜面地水田

と山上からの湧水・沢水が確認されている。む

しろ大崎遺跡は、水田開発と併行して居住区域

が存在したがゆえに水田関連遺構が認識された

稀有な事例であり、居住区域は耕作地の経営主

体だった可能性が高い。

　一方、これらの小地域を包括する荘園支配と

してのまとまりも注意しておきたい。先にあげ

た東堂神社の「足助庄」は三河国賀茂（加茂）

郡東部地域に広がっていたとみられ、その名か

ら足助街道（飯田街道、現在の国道 153 号）が

中心であった。よって川向地区はその最縁辺に

位置する。これに対して南方の南設楽郡域（現

在の新城市富永）から広がる富永荘は、竹島白

鳥大明神（設楽町田峯の白鳥神社）の応永 17

（1485）年棟札に「富永庄」とあるので（鈴木

1968）、15 世紀には段嶺地区〜田口地区が同荘

域に含まれていたと考えられる。すると中世後

半段階には、境川・豊川を挟んで南北に区分す
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図 9　設楽町川向地区と名倉地区を結ぶ近代以前の交通路と遺跡分布
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る 2 つの領域を想定することになる。この時期

は大崎遺跡における水田開発の変遷において、

用水路を整備しそれまで湧水・沢からの引水で

営まれていた水田群の隙間を埋めるような水田

の展開がより完成された段階（4a・b 群）に相

当する。同時に居住域も完全撤退した。これを

契機に、大崎遺跡の水田は富永荘に取り込まれ

た可能性もあろう ( 図 10)。

　以上、大崎遺跡の中世水田をめぐって憶測を

述べた。逆に江戸時代に水田が廃絶する過程は

触れなかった。中世の斜面地水田が近世以降の

棚田に繋がらない可能性が高く、背景に井堰に

よる給水の発達が考えられる。江戸時代の村の

成立と合わせて再考することとしたい。
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石造文化遺産の非破壊診断調査

〜実忠和尚御歯塔の適切な保存方法の検討〜 荒木徳人

　華厳宗新薬師寺に所在する実忠和尚御歯塔は、数少ない古代石塔の一例である。この石塔は、江戸時

代と明治時代に修復されており、当時の修復理念も見られる貴重な石造文化遺産である。しかし、現在

は剥離や剥落、真砂土化などの損傷に加え、黒色や茶色の析出物も確認され、構造的不安が懸念されて

いる。本研究では、実忠和尚御歯塔の適切な保存方法を検討するため、非破壊診断調査を行った。

岩石の風化は、岩石が持つ材質特性と環境要

因が重なり進行する。これを、石造文化遺産と

いう観点から見た場合、過去の誤った修復や破

壊行為などの人為的要因、構造上の問題によっ

て部材の損傷拡大を招く構造的要因も加わるこ

とから、非常に複雑な劣化メカニズムとなる。

そのため、石造文化遺産を適切に保存するに

は、これらの劣化メカニズムを診断調査によっ

て明らかにしなければならない。

　国宝の本堂や十二神将立像をはじめ、多くの

文化財を守り伝えている華厳宗新薬師寺 ( 奈良

市 ) では、現在、石塔の保存問題に直面してい

る。新薬師寺は、奈良時代に光明皇后が聖武天

皇の病気平癒を願い、官立寺院として建てられ

た。新薬師寺の境内には、実忠和尚御歯塔とい

う石塔がある ( 図１)。

 実忠和尚は東大寺初代別当良弁僧正の弟子

で、東大寺二月堂の修二会を創めた僧侶であ

る。『東大寺要録』巻第七雑事章第十には、実

忠和尚の二十九ヵ条の功績が記されており、奈

良時代の造営面でも幅広く活躍したことが明ら

かとなっている ( 小岩 2014)。

　荒木 (2024) は、実忠和尚御歯塔の造立時期

から今日に至るまでの沿革について明らかにし

た。この石塔は、凝灰岩と花崗岩の部材で構成

されている。凝灰岩の部材は、石材の利用時期

や石塔内部に安置されている舎利容器の出現時

期、笠が木造建築を模していることから、平安

時代のものと推定されており、造立時の部材で

あると考えられている。残存する奈良時代から

平安時代の石塔は少ない。そのため、実忠和尚

御歯塔は文化財に指定されていないが、貴重な

古代石塔の一例である。

　一方、花崗岩の部材は石塔に刻まれている銘

文から文化 13 年 (1816) と明治 31 年 (1898) の

修復の際に交換されたものであることが明らか

となっている。軸と笠の間には、部材の傾きを

調整する役割を持つ鉄板が敷かれていたり、モ

ルタルで接着および充填していたりと、石塔の

至るところに修復痕がみられる ( 図 2)。特に、

四層笠では、凝灰岩の部材と花崗岩の部材がモ

ルタルと鎹で接着されており、造立時の部材を

残すという当時の修復理念が見られる貴重な石

造文化遺産である ( 図 3, 4)。

　しかし、現在この石塔は、剥離、剥落などの

損傷に加え、鉱物が粒子単位で剥落する真砂土

化の進行、黒色および茶色の析出物が確認され

ており、構造的不安が懸念されている ( 図 5, 

6)。　

 したがって、本研究では実忠和尚御歯塔の適

切な保存方法を検討するため、非破壊診断調査

を行い、劣化メカニズムを明らかにした。本研

究成果は、近年日本全国で抱えている未指定文

化遺産の保護、その中でも、石造物に関する重

要な一例となるであろう。

　本研究目的を達成するため、損傷度評価、析

出物の同定、表面温度の分布調査を実施した。

 1. はじめに

 2. 研究方法
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66 図1 実忠和尚御歯塔(東から撮影)

図2 北側四層軸と笠の間に敷かれている鉄板

(赤く囲っている箇所はモルタルの隙間から確認できる鉄板)

図3 凝灰岩と花崗岩の部材を接着している四層笠(北から撮影)

図5 二層軸の劣化の様子(西から撮影)

図6 真砂土化によって剥落した鉱物(北から撮影)図4 石材の年代を分類(南から撮影)
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（１）損傷度評価

　実忠和尚御歯塔の損傷状態を把握するため、

損傷図を作成し、損傷度評価を行なった。

　まず、Auto CAD( オートデスク株式会社 ) を

用いて、現地調査で得た各損傷の位置情報をオ

ルソデータにマッピングした ( 図 7)。その後、

Auto CAD で作成した図面を Illustrator(Adobe

株式会社 ) で整理し、損傷図を完成させた ( 図

8)。オルソデータは、過去の調査で計測したも

のを使用した。

　損傷は、亀裂 ( 部材の表面がひび割れている

状態 )、断裂 ( 部材が完全に分断された状態 )、

剥離 ( 石材内部に亀裂が入り、浮きが生じた状

態 )、剥落 ( 剥離が発達して、剥がれ落ちた状

態 )、脱落 ( 部材が大きく崩落した状態 ) に分

類した。

　剥離の検出は、目視で観察することができな

いため、打診調査で剥離している箇所を確認し

ながら、熱画像分析で正確な範囲を把握した。

　打診調査とは、石材を打診棒 ( 金属製 ) で叩

き、音の反響の違いによって、剥離箇所を検出

する方法である。

　一方、熱画像分析とは、空気層と岩石の熱容

量の違いを利用して剥離の範囲を検出する方法

である。剥離に熱を供給することで、健全な部

分との温度差が生じる。その状態で、赤外線サ

ーモグラフィーで撮影することで、剥離を画像

として確認することができる。以上の方法で、

剥離の検出を行なった ( 図 9,10)。

　損傷度評価の方法は、Auto CAD でマッピン

グした損傷面積と部材の面積を求め、次式で損

傷率を算出した。

損傷率＝部材の損傷面積 / 部材の面積× 100

図 7 Auto CAD で各損傷のマッピング

図 8 Illustrator で損傷図の整理

図 9 熱画像分析の現地調査 図 10 熱画像分析による剥離の検出
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（２）析出物の同定

　黒色および茶色の析出物の発生要因を明らか

にするため、蛍光エックス線分析による析出物

の同定を行なった。

　測定箇所は、析出していない新鮮な箇所 5 

点 ( 凝灰岩 2 点、花崗岩 3 点 )、黒色の析出物

4 点 ( 凝灰岩 3 点、花崗岩 1 点 )、茶色の析出

物 5 点 ( 凝灰岩 3 点、花崗岩 2 点 )、モルタル

も黒色に変色していたため 1 点測定した ( 図

11 〜 13)。

　測定機器と条件は、以下の通りである。

　測定機器：INNOV-X SYSTEMS 社製 可搬型蛍光

エックス線分析装置 α -4000SL

　測定条件：ターゲット金属 W（タングステン）、

X 線照射範囲φ 14mm、管電圧 35kV、管電流 2mA 

測定時間 60 秒

（３）表面温度の分布調査

　岩石の風化要因の一つとして、温度が挙げら

れる。例えば、凍結融解現象は石材中に水分が

保持されている状態で、0℃を中心として± 4

℃の温度変化を繰り返すことで、石材の損傷を

拡大していく。そのため、本研究では赤外線サ

ーモグラフィーによる石材の表面温度の分布調

査を行なった。

　撮影時間は 9 時から 16 時までとし、1 時間

ごとに 4 面の撮影を行なった。北面は電灯や木

があるため、正面から撮影することができず、

斜めから撮影を行った。撮影は、2024 年 8 月

と 2025 年 1 月それぞれ 1 日行なった ( 図 14)。

　測定機器は、以下の通りである。

　測定機器：Teledyne FLIR LLC 社製 FLIR   

C5

図 11 蛍光エックス線分析の測定地点

図 12 測定地点の詳細写真
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３. 損傷度評価

図 13 蛍光エックス線分析 図 14 表面温度の分布調査

損傷図および各部材の損傷率のグラフを図

15、図 16 に示す。まず、全体的な傾向を見ると、

剥離および剥落は、平安時代の部材で高い数値

を示した。一方、江戸時代の部材は、真砂土化

の損傷率が高く、明治時代の部材に至っては損

傷が全く確認されなかった。

　次に、いくつか注意すべき部材について述べ

る。三層の軸と笠には、大きく脱落している箇

所が見られる ( 図 17)。この脱落は、拡大して

いくと構造的に不安定な状態となる。しかし、

脱落した痕跡を観察すると軸と笠の脱落面が繋

がっていることから、外から何かしらの衝撃を

与えたものであると考えられる。したがって、

継続的に脱落する可能性は低いと考えられる。

　四層笠の凝灰岩と花崗岩の接合箇所も注意し

なければならない。北側の接合している付近を

見ると、かなり損傷が激しくなっている。接合

力の低下により、断裂する恐れがあるため、何

らかの対策を講じなければならない。

　現状、この石塔で最も重要視しなければなら

ないのが基壇である。基壇は各面で、剥離およ

び剥落を確認している ( 図 18)。特に、東面の

中央部は大きな剥落の中に断裂も確認された。

基壇は基礎および塔身部を支える土台となる。

そのため、このまま剥離が進行し続けると、基

礎部材と接触しない面積が増え、倒壊する恐れ

がある。

　次に、石塔全体を各方角で比較した損傷率

のグラフを図 19 に示す。真砂土化に関しては、

各損傷の中でも、方角による顕著な違いを示し

た。恐らく、北面のすぐそばには木があり、風

雨の影響を最も受けないため、このような損傷

率の違いが生じたと考えられる。

図15 各部材の損傷率
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図 16 実忠和尚御歯塔の損傷図
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図 19 各方角の損傷率

 ４. 析出物の同定

　蛍光エックス線分析の結果から、特徴的な差

を示した Ca( カルシウム )、S( 硫黄 )、Fe( 鉄

) のグラフを図 20 〜図 22 に示す。

　黒色の析出物およびモルタルは、新鮮な箇

所よりも、Ca と S が多く検出された。恐らく、

黒色の析出物は石膏 (gypsum) であると考えれ

る。過去の調査で、凝灰岩の部材の産地推定を

目的として、X 線回折分析を行なった際にも、

石膏が検出された ( 荒木 2024)。

次に、茶色の析出物について述べる。茶色の

析出物が発生した原因は、二つ考えられる。一

部の茶色の析出物を除いて、新鮮な箇所と析出

物の Fe の含有量を比較すると類似した数値を

示している。実忠和尚御歯塔の凝灰岩は、黒雲

母が多く含まれており、それは花崗岩も同様で

ある。そのため、茶色の析出物は岩石中に含ま

れる鉱物が酸化したものであると考えられる。

もう一つの原因は、修復時に使用した鉄板や

鎹などの金属が影響していると考えられる。軸

と笠の間に設置されている鉄板は、酸化してお

り、雨水によって錆汁として石材に供給され変

色したと考えられる。そのため、このように外

から錆汁が供給され、鉄の含有量が高くなった

と考えられる。現状、石材に錆汁が供給される

ことで劣化したという報告はないが、美観的に

良い状態であるとは言えない。

図17 三層軸と笠の劣化の様子(南西から撮影) 図18  基壇の劣化の様子(東から撮影)
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 ５. 表面温度の分布調査

　8 月の測定結果を図 23 〜図 26 に示す。8 月

は時間が経つにつれて、東・南・西の順に表面

温度が上昇していった。全体的に、軸より笠の

温度が高い傾向にある。北面に関しては、近く

の木が影となり、相輪を除いて、約 30℃以下

の状態を保っていた。

　次に、1 月の測定結果を図 27 〜図 30 に示す。

1 月は笠が 30℃を少し超えるくらいで、他の部

材は 10℃以下であった。しかし、0 度を下る部

材は確認されなかった。そのため、凍結融解現

象が起こる可能性は極めて低いと言える。

図 20 蛍光エックス線分析の測定結果 (Ca の含有量 )

図 21 蛍光エックス線分析の測定結果 (S の含有量 )

図 22 蛍光エックス線分析の測定結果 (Fe の含有量 )
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図23 8月の撮影結果(東から) 図24 8月の撮影結果(西から)

図25 8月の撮影結果(南から) 図26 8月の撮影結果(南西から)

図27 1月の撮影結果(東から) 図28 1月の撮影結果(西から)

図29 1月の撮影結果(南から) 図30 1月の撮影結果(南西から)



●研究紀要  第 26 号  2025.5

74

　早急に解決すべき点をまとめると、凝灰岩の

剥離の進行、基壇や四層笠の劣化による構造的

不安の 2 点が挙げられる。

　凝灰岩の剥離の進行を制御するためには、要

因となっているモルタルを除去するしか方法が

ない。現状、軸はモルタルを充填していること

で自立している部材もある。そのため、解体修

復は必要不可欠となる。解体修復を行うこと

で、基壇と四層笠の修復あるいは部材交換する

ことができ、構造的にも安定する。

　しかし、実忠和尚御歯塔は、文化財に指定さ

れておらず、資金面において保存することが難

しい。今回、作成した損傷図は定期的に作成す

ることで、調査時の損傷の進行度合いを把握す

ることができ、モニタリング調査にも繋がる。

今後は、文化財指定に向けた活動と同時に継続

的なモニタリング調査を行っていく。
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分析結果から、実忠和尚御歯塔の劣化のメカ

ニズムについて考察する。

　まず、凝灰岩で発生した剥離について述べて

いく。結論から述べると剥離は、明治時代の修

復の際に使用されたモルタルが白華現象を引き

起こし、大気汚染の影響を受けたことによって

発生したと考えられる。

　白華現象とは、モルタル等のセメント材料の

中に含まれる Ca(OH)2( 水酸化カルシウム ) が

雨水などによって溶け出し、水分の蒸発に伴

い、石材表面に CaCO3( 炭酸カルシウム ) を主

成分とする鉱物が析出する現象である。

　CaCO3 は大気汚染の影響を受け、石膏である

CaSO4( 硫酸カルシウム ) に変質する。そして、

空気中の浮遊汚染物質を取り込み石材表面で結

晶化し、黒色に変色する。これはクラストと呼

ばれるもので、石材表面を硬い膜で被うため美

観を損ねるだけでなく、変色した表面は膨れ上

がり破裂し、内部へと劣化が進行していく。

　奈良市内で大気汚染が文化財に与えた影響に

ついては、西山 (1994) が報告している。以上

の点に加えて、モルタルと黒色析出物の Ca と

S の含有量が類似している点、クラストを形成

している点、過去の調査で石膏を検出している

点から、修復に使用されたモルタルが原因であ

ると判断できる。明治の修復から約 120 年の間

で起きたこの劣化現象は、このまま放置し続け

ると継続的に剥離は進行し続ける。

　次に、真砂土化について述べる。真砂土化は、

岩石が土に変わる一般的な風化の過程である。

真砂土化に至るまでには、いくつかのプロセス

がある。岩石は、熱を帯びると鉱物の熱膨張率

の違いから歪みが生じ、粒子状に剥落する。ま

た、鉱物に含まれる成分は、酸化・加水分解・

溶脱などの化学反応を起こし、真砂土化が起き

るとも言われている。しかし、これらの現象は、

長い年月を経て起こる。

　以上に加えて、損傷度評価のところで述べ

た、基壇や四層笠の劣化による構造的不安につ

いても対策していかなければならない。
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